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※ 大学院要覧のデータは、 

ポータルシステム ＞ 履修申請支援 Menu   

または、 

大学公式 Web サイト ＞ 在学生の方 ＞ Web 履修申請支援メニュー 

の[学生便覧]のページより閲覧・印刷することができます。 
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Ⅰ　大学／学園の組織

大 阪 桐 蔭 中 学 校

工 学 部 機 械 工 学 科

交 通 機 械 工 学 科

都 市 創 造 工 学 科

電気電子情報工学科

全 学 教 育 機 構

注）　デザイン工学部および工学部は２０２５年４月１日から学生募集を停止し、在学生の卒業を待って廃止する。
　　　経営学部商学科および経済学部国際経済学科は２０２６年４月１日から学生募集を停止し、在学生の卒業を
　　　待って廃止する。

大 阪 産 業 大 学

学 校 法 人 大 阪 産 業 大 学
大 阪 産 業 大 学 附 属 高 等 学 校

大 阪 桐 蔭 高 等 学 校

環 境 理 工 学 科

国 際 経 済 学 科 環 境 開 発 工 学 専 攻

情 報 デ ザ イ ン 学 部 情 報 シ ス テ ム 学 科

建築・環境デザイン学部 建築・環境デザイン学科

シ ス テ ム 工 学 部 シ ス テ ム 工 学 科

デ ザ イ ン 工 学 部 情 報 シ ス テ ム 学 科

建築・環境デザイン学科

博士後期課程

大阪産業大学 ス ポ ー ツ 健 康 学 部 ス ポ ー ツ 健 康 学 科 電気電子情報工学専攻

経 営 学 部 経 営 学 科 情報システム工学専攻

商 学 科 環 境 デ ザ イ ン 専 攻

経 済 学 部 経 済 学 科 生産システム工学専攻

国 際 学 部 国 際 学 科 都 市 創 造 工 学 専 攻

博士後期課程

経 済 学 研 究 科 現代経済システム専攻 博士前期課程

アジア地域経済専攻 博士前期課程

博士後期課程

工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 博士前期課程

交 通 機 械 工 学 専 攻

経営 ・流通学研究科 経 営 ・ 流 通 専 攻 博士前期課程

大 学 院 人 間 環 境 学 研 究 科 人 間 環 境 学 専 攻 博士前期課程

博士後期課程
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教務課案内
履修、時間割、授業などについての質問、相談を受け付けます。

場　　所 本館（11号館）１階（中央キャンパス）

受付時間 平　日　9：00～17：00
土曜日　9：00～12：30
※夏期休暇中は10：00～16：00（土曜日はお休みです）

※日曜・祝日（授業実施日を除く）、夏期、冬期および一斉休業期間はお休みです。

連絡先 大阪産業大学　教務部　教務課

所在地　〒574－8530
　　　　大阪府大東市中垣内3－1－1
電　話　072－875－3001（代表）
F A X　072－871－9856
E-mail　kyoumu-ml@cnt.osaka-sandai.ac.jp

業務内容 各 種 申 込・届 出 休学、退学、再入学、転科・学部変更試験
学籍に関する届け出
履歴変更に関する届け出（住所、氏名、連絡先の変更等）

授 業 料 授業料（延納、猶予）

履修・時間割・授業 履修申請、授業、授業の欠席、休講、補講、教室変更、シラバス

試 験 ・ 成 績 定期試験の実施、追試験の実施、成績発表

各 種 証 明 書 発 行 成績、卒業見込、在学、卒業証明書　等

5

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

各種　届出・願出
■学籍に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ
学生証再発行 窓口にて随時発行します。

教務課

6-7住所異動届　※ 学生証が必要になります。

氏名等変更届　※ 住民票または戸籍謄本、印鑑が必要に
なります。

休学願　※
詳細については窓口へ問い合わせて
ください。 29-31

退学願　※
復学願
再入学願
※　奨学生の方は、学生生活課にも必ず連絡をしてください。
■通学・学割に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

実習用通学証明書
実習、卒業研究等で学外に通学する場
合に使用します。（担当教員の申請用
依頼文書が必要） 教務課

－

学校学生生徒旅客運賃
割引証（学割証）

パピルスメイト（証明書自動発行機）
にて発行しています。 8

■授業料に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

授業料（等）延納願

詳細については窓口へ問い合わせて
ください。 教務課 28-29

授業料（等）納入猶予願
除籍取消願
授業料（等）納入および
除籍猶予願

■授業に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

欠席届（学校認定活動用）
教職関連の欠席 教職教育センター

－
課外活動に関する欠席 学生生活課

欠席届（一般用） 傷病、冠婚葬祭など、その他の事由に
よる欠席 教務課 17-18

（注）欠席届の提出により成績や出欠への配慮がなされるかどうかは各科目担当教員の判断となります。
を示提の面画bew（書明証延遅「の行発関機通交該当、はていつに席欠・刻遅う伴に休運・延遅関機通交共公※

含む）」を遅刻・欠席した科目の担当教員に提示してください。
■試験に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ
試験用臨時学生証 試験期間中のみ発行できます。

教務課
21

追試験受験願 受付期間内に手続きしてください。 22

■単位認定に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

既修得単位の認定 受付期間内に手続きしてください。 教務課 18

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

教務課案内
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※受付時間内であっても、即日対応ができない場合があります。

連絡先 大阪産業大学　教務部　教務課

所在地　〒574－8530　大阪府大東市中垣内3－1－1
電　話　072－875－3001（代表）
E-mail　kyoumu-ml@cnt.osaka-sandai.ac.jp

業務内容 各 種 申 込・届 出 休学、退学、再入学、転科・学部変更試験
学籍に関する届け出
履歴事項変更に関する届け出（住所、氏名、連絡先の変更等）

授 業 料 授業料（延納、猶予）に関する手続き

履修・時間割・授業 履修申請、授業、授業の欠席、休講、補講、教室変更、シラバス

試 験 ・ 成 績 定期試験の実施、追試験の実施、成績発表

各 種 証 明 書 発 行 成績証明書、卒業見込証明書、在学証明書　等
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氏名等変更届　※ 住民票または戸籍謄本が必要です。
休学願　※

詳細については窓口へ問い合わせて
ください。 29-31

退学願　※
復学願
再入学願
※奨学生の方は、学生課にも必ず連絡をしてください。
■通学・学割に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

実習用通学証明書
実習、卒業研究等で学外に通学する場
合に使用します。（担当教員の申請用
依頼文書が必要な場合があります。） 教務課

－

学校学生生徒旅客運賃
割引証（学割証）

パピルスメイト（証明書自動発行機）
にて発行しています。 8

■授業料に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

授業料（等）延納願

詳細については窓口へ問い合わせて
ください。 教務課 28-29

授業料（等）納入猶予願
除籍取消願
授業料（等）納入および
除籍猶予願

■授業に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

欠席届（学校認定活動用）
教職関連の欠席 教職教育センター
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欠席届（一般用） 傷病、親族の冠婚葬祭などによる欠席 教務課 20
注）欠席届の提出により成績や出欠への配慮がされるかどうかは各科目担当教員の判断となります。
※公共交通機関の遅延・運休に伴う遅刻・欠席については、欠席届は発行しません。当該交通機関発行の「遅延
証明書（web画面の提示を含む）」を遅刻・欠席した科目の担当教員に提示してください。
■試験に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ
試験用臨時学生証 試験期間中のみ発行できます。

教務課
21

追試験受験願 受付期間内に手続きしてください。 22

■単位認定に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

既修得単位の認定 受付期間内に手続きしてください。 教務課 19

教務課案内
履修、時間割、授業などについての質問、相談を受け付けます。
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土曜日　9：00～12：30
※夏期休暇中は10：00～16：00（土曜日はお休みです）

※日曜・祝日（授業実施日を除く）、夏期、冬期および一斉休業期間はお休みです。

連絡先 大阪産業大学　教務部　教務課

所在地　〒574－8530
　　　　大阪府大東市中垣内3－1－1
電　話　072－875－3001（代表）
F A X　072－871－9856
E-mail　kyoumu-ml@cnt.osaka-sandai.ac.jp

業務内容 各 種 申 込・届 出 休学、退学、再入学、転科・学部変更試験
学籍に関する届け出
履歴変更に関する届け出（住所、氏名、連絡先の変更等）

授 業 料 授業料（延納、猶予）

履修・時間割・授業 履修申請、授業、授業の欠席、休講、補講、教室変更、シラバス

試 験 ・ 成 績 定期試験の実施、追試験の実施、成績発表

各 種 証 明 書 発 行 成績、卒業見込、在学、卒業証明書　等
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ください。 教務課 28-29

授業料（等）納入猶予願
除籍取消願
授業料（等）納入および
除籍猶予願

■授業に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

欠席届（学校認定活動用）
教職関連の欠席 教職教育センター

－
課外活動に関する欠席 学生生活課

欠席届（一般用） 傷病、冠婚葬祭など、その他の事由に
よる欠席 教務課 17-18

（注）欠席届の提出により成績や出欠への配慮がなされるかどうかは各科目担当教員の判断となります。
を示提の面画bew（書明証延遅「の行発関機通交該当、はていつに席欠・刻遅う伴に休運・延遅関機通交共公※

含む）」を遅刻・欠席した科目の担当教員に提示してください。
■試験に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ
試験用臨時学生証 試験期間中のみ発行できます。

教務課
21

追試験受験願 受付期間内に手続きしてください。 22

■単位認定に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

既修得単位の認定 受付期間内に手続きしてください。 教務課 18
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教務課案内
履修、時間割、授業などについての質問、相談を受け付けています。

場　　所 本館（11号館）１階（中央キャンパス）

受付時間 平　日　9：00～17：00
土曜日　9：00～12：30

※夏期期間中は10：00～16：00（土曜日はお休みです。）
※日曜・祝日（授業実施日を除く）、創立記念日、および夏期・冬期の一斉休業期間はお休みです。
※受付時間内であっても、即日対応ができない場合があります。

連絡先 大阪産業大学　教務部　教務課

所在地　〒574－8530　大阪府大東市中垣内3－1－1
電　話　072－875－3001（代表）
E-mail　kyoumu-ml@cnt.osaka-sandai.ac.jp

業務内容 各 種 申 込・届 出 休学、退学、再入学、転科・学部変更試験
学籍に関する届け出
履歴事項変更に関する届け出（住所、氏名、連絡先の変更等）

授 業 料 授業料（延納、猶予）に関する手続き

履修・時間割・授業 履修申請、授業、授業の欠席、休講、補講、教室変更、シラバス

試 験 ・ 成 績 定期試験の実施、追試験の実施、成績発表

各 種 証 明 書 発 行 成績証明書、卒業見込証明書、在学証明書　等

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

各種　届出・願出
■学籍に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ
学生証再発行 窓口にて随時発行します。

教務課

6-7住所異動届　※ ポータルシステムから変更してください。
氏名等変更届　※ 住民票または戸籍謄本が必要です。
休学願　※

詳細については窓口へ問い合わせて
ください。 29-31

退学願　※
復学願
再入学願
※奨学生の方は、学生課にも必ず連絡をしてください。
■通学・学割に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

実習用通学証明書
実習、卒業研究等で学外に通学する場
合に使用します。（担当教員の申請用
依頼文書が必要な場合があります。） 教務課

－

学校学生生徒旅客運賃
割引証（学割証）

パピルスメイト（証明書自動発行機）
にて発行しています。 8

■授業料に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

授業料（等）延納願

詳細については窓口へ問い合わせて
ください。 教務課 28-29

授業料（等）納入猶予願
除籍取消願
授業料（等）納入および
除籍猶予願

■授業に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

欠席届（学校認定活動用）
教職関連の欠席 教職教育センター

－
課外活動に関する欠席 学生課

欠席届（一般用） 傷病、親族の冠婚葬祭などによる欠席 教務課 20
注）欠席届の提出により成績や出欠への配慮がされるかどうかは各科目担当教員の判断となります。
※公共交通機関の遅延・運休に伴う遅刻・欠席については、欠席届は発行しません。当該交通機関発行の「遅延
証明書（web画面の提示を含む）」を遅刻・欠席した科目の担当教員に提示してください。
■試験に関すること

種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ
試験用臨時学生証 試験期間中のみ発行できます。

教務課
21

追試験受験願 受付期間内に手続きしてください。 22

■単位認定に関すること
種別 備　　考 窓　　口 詳細ページ

既修得単位の認定 受付期間内に手続きしてください。 教務課 19

教務課案内
履修、時間割、授業などについての質問、相談を受け付けます。

場　　所 本館（11号館）１階（中央キャンパス）

受付時間 平　日　9：00～17：00
土曜日　9：00～12：30
※夏期休暇中は10：00～16：00（土曜日はお休みです）

※日曜・祝日（授業実施日を除く）、夏期、冬期および一斉休業期間はお休みです。

連絡先 大阪産業大学　教務部　教務課

所在地　〒574－8530
　　　　大阪府大東市中垣内3－1－1
電　話　072－875－3001（代表）
F A X　072－871－9856
E-mail　kyoumu-ml@cnt.osaka-sandai.ac.jp

業務内容 各 種 申 込・届 出 休学、退学、再入学、転科・学部変更試験
学籍に関する届け出
履歴変更に関する届け出（住所、氏名、連絡先の変更等）

授 業 料 授業料（延納、猶予）

履修・時間割・授業 履修申請、授業、授業の欠席、休講、補講、教室変更、シラバス

試 験 ・ 成 績 定期試験の実施、追試験の実施、成績発表

各 種 証 明 書 発 行 成績、卒業見込、在学、卒業証明書　等
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学生証と学籍番号
学生証 学生証は、本学の学生であることを証明す

るものです。他人に貸与あるいは譲渡する
ことはできません。
本学で行う定期試験の際には、受験票と
なりますので、忘れた場合は受験できま
せん。また、教職員から呈示を求められた
時は、いつでも呈示できるように常に携帯
し、紛失・破損等のないよう取扱いには十
分注意してください。
学生証の記載事項に変更があった場合は、
直ちに教務課に届け出て訂正を受けなけ
ればなりません。

学籍番号 学籍番号は入学時に決定します。学籍番号は、入学した学科（学部）に在籍する限り変わる
ことはありません。
在学（在籍）期間はもとより、卒業後もそのまま残る固有の番号です。
学内における事務処理は、すべてこの学籍番号によって行われますので、正確に覚えま
しょう。

学籍番号は６桁の数字とアルファベットで表示します。

（例） 22
入学年度

Ｂ
学科コード

001
個人番号

アルファベットは、学部・学科を表し、コードは下記のとおりです。

学　　部 学　　科 学科コード
国際学部 国際学科 Ｐ

スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 Ｔ

経営学部
経営学科 Ｂ

商学科 Ｃ

経済学部
学科配属をしない１・２年次

（３年次より下記の学科配属を行います） Ｅ

経済学科・国際経済学科 Ｅ

デザイン工学部

情報システム学科 Ｈ

建築・環境デザイン学科 Ｍ

環境理工学科 Ｖ

工学部

機械工学科 Ｆ

交通機械工学科 Ｇ

都市創造工学科 Ｋ

電子情報通信工学科 Ｌ

（学生証・表面）

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

学生証と学籍番号
学生証 学生証は、本学の学生であることを証明す

るものです。他人に貸与あるいは譲渡する
ことはできません。
定期試験の際や教職員から提示を求めら
れたときなどに、いつでも提示できるよう
常に携帯し、紛失・破損等のないよう取扱
いには十分注意してください。
学生証の記載事項に変更があった場合は、
直ちに教務課に届け出て訂正ならびに承
認印を受けなければなりません。

学籍番号 学籍番号は入学時に決定します。学籍番号は、入学した学科（学部）に在籍する限り変わる
ことはありません。在学（在籍）期間はもとより、卒業後もそのまま残る固有の番号です。
学内における事務処理は、すべてこの学籍番号によって行われますので、正確に覚えま
しょう。

学籍番号は６桁の数字とアルファベットで表示します。

（例）　 26
入学年度

Ｂ
学科コード

001
個人番号

アルファベットは、学部・学科を表し、コードは下記のとおりです。

学　　部 学　　科 学科コード
国際学部 国際学科 Ｐ

スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 Ｔ

経営学部
経営学科 Ｂ

商学科（～2025） Ｃ

経済学部
経済学科（2026～）

経済学科・国際経済学科（～2025）

情報システム学科（2025～）

建築・環境デザイン学科（2025～）

システム工学科（2025～）

H

M

S

Ｅ

デザイン工学部
（～2024）

情報デザイン学部
（2025～）

建築・環境デザイン学部
（2025～）

情報システム学科 Ｈ

建築・環境デザイン学科 Ｍ

環境理工学科 Ｖ

工学部
（～2024）

機械工学科 Ｆ

交通機械工学科 Ｇ

都市創造工学科 Ｋ

電気電子情報工学科 Ｌ

（学生証・表面）

（学生証・裏面）

26

2007
2026
2030

システム工学部
（2025～）
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学生証が
必要なとき

◎試験を受けるとき ◎授業で出席確認を行うとき ◎履修相談をするとき
◎図書館を利用するとき ◎通学定期を購入するとき
◎各種証明書をパピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するとき
◎公共交通機関の遅延、運休に伴い、授業を遅刻・欠席するとき

有効期限 ・入学後４年間（編入生は２年間）です。
。すまりなに要必が新更の証生学に末度年毎、は生学るす籍在に上以生回５・

２月中旬以降に教務課で更新の申し込みをしてください。4月1日以降に旧学生証と引
き換えます。なお、旧学生証を紛失している場合は有料(1,000円が必要)です。

学生証の
再発行
（紛失・破損）

・学生証を紛失・破損した場合は、教務課に届け出て再発行手続きを行ってください。
再発行は有料（1,000円が必要）であり、身分証明書（運転免許証、パスポート等）の提示
が必要です
・学生証を粉失した場合は、まず学生課で落とし物を確認し、見つからなければ、直ちに
警察に届け出てください。

学生証の
返還

以下の場合は、学生証を速やかに教務課へ返還してください。
１．卒業、退学、除籍により学籍を離れたとき。
２．学生証の再交付を受けた後に旧学生証が見つかったとき。

氏名の変更 本人および保証人（保護者等）の氏名を変更する場合は、速やかに「氏名変更届」と
住民票または戸籍謄本の原本を併せて教務課まで届け出てください。

住所等の変更 学生本人および保証人（保護者等）の携帯電話番号、自宅電話番号、住所をポータル
システムから変更できます。変更した場合、学生証裏シールの現住所の変更が必要と
なります。教務課学籍係で手続きを受けてください。

学生証裏
シールの更新

当該年度の在籍を証明する大切な証明書
です。裏シールは通学定期購入の有無に
かかわらず、全員年度ごとに更新が必要で
す。
当該年度のシールを貼付していない学生
証では、通学定期を購入できません。
新年度の裏シールは、毎年３月中旬から教
務課で交付しますので、忘れずに更新して
ください。

（学生証・裏面）

学生証が
必要なとき

◎試験を受けるとき ◎授業で出席確認を行うとき ◎履修相談をするとき
◎図書館を利用するとき ◎通学定期を購入するとき
◎各種証明書の発行申請（パピルスメイト（証明書自動発行機））をするとき

有効期限 ・入学後４年間（編入生は２年間）です。
。すまりなに要必が新更の証生学に末度年毎、は生学るす籍在に上以生回５・

２月中旬以降に教務課で更新の申し込みをしてください。３月末に旧学生証と引き換
えます。なお、旧学生証を紛失している場合は有料(1,000円が必要)です。

学生証の
再発行
（紛失・破損）

学生証を紛失・破損した場合は、教務課に届け出て再発行手続きを行ってください。
再発行は有料（1,000円が必要）です。
学生証を粉失した場合は、直ちに警察に届け出て、教務課で再交付を受けてください。
本学学内で紛失した場合は、学生生活課にお問い合わせください。

学生証の
返還

以下の場合は、学生証を速やかに教務課へ返還してください。
１．卒業、退学、除籍により学籍を離れたとき。
２．学生証の再交付を受けた後に旧学生証が見つかったとき。

氏名、住所等
の変更

本人および保護者の以下の内容が変更の場合は、速やかに教務課まで届け出てくださ
い。
携帯電話番号、住所、自宅電話番号、氏名、本人の通学区間

学生証裏
シールの更新

当該年度の在籍を証明する大切な証明書
です。裏シールは通学定期購入の有無に
かかわらず、全員年度ごとに更新が必要で
す。
当該年度のシールを貼付していない学生
証では、通学定期も購入できません。
新年度の裏シールは、毎年３月下旬から教
務課で交付しますので、忘れずに更新して
ください。

（学生証・裏面）

2 0 2 6

2030
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学生証と学籍番号
学生証 学生証は、本学の学生であることを証明す

るものです。他人に貸与あるいは譲渡する
ことはできません。
本学で行う定期試験の際には、受験票と
なりますので、忘れた場合は受験できま
せん。また、教職員から呈示を求められた
時は、いつでも呈示できるように常に携帯
し、紛失・破損等のないよう取扱いには十
分注意してください。
学生証の記載事項に変更があった場合は、
直ちに教務課に届け出て訂正を受けなけ
ればなりません。

学籍番号 学籍番号は入学時に決定します。学籍番号は、入学した学科（学部）に在籍する限り変わる
ことはありません。
在学（在籍）期間はもとより、卒業後もそのまま残る固有の番号です。
学内における事務処理は、すべてこの学籍番号によって行われますので、正確に覚えま
しょう。

学籍番号は６桁の数字とアルファベットで表示します。

（例） 22
入学年度

Ｂ
学科コード

001
個人番号

アルファベットは、学部・学科を表し、コードは下記のとおりです。

学　　部 学　　科 学科コード
国際学部 国際学科 Ｐ

スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 Ｔ

経営学部
経営学科 Ｂ

商学科 Ｃ

経済学部
学科配属をしない１・２年次

（３年次より下記の学科配属を行います） Ｅ

経済学科・国際経済学科 Ｅ

デザイン工学部

情報システム学科 Ｈ

建築・環境デザイン学科 Ｍ

環境理工学科 Ｖ

工学部

機械工学科 Ｆ

交通機械工学科 Ｇ

都市創造工学科 Ｋ

電子情報通信工学科 Ｌ

（学生証・表面）

6
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学生証と学籍番号
学生証 学生証は、本学の学生であることを証明す

るものです。他人に貸与あるいは譲渡する
ことはできません。
定期試験の際や教職員から提示を求めら
れたときなどに、いつでも提示できるよう
常に携帯し、紛失・破損等のないよう取扱
いには十分注意してください。
学生証の記載事項に変更があった場合は、
直ちに教務課に届け出て訂正ならびに承
認印を受けなければなりません。

学籍番号 学籍番号は入学時に決定します。学籍番号は、入学した学科（学部）に在籍する限り変わる
ことはありません。在学（在籍）期間はもとより、卒業後もそのまま残る固有の番号です。
学内における事務処理は、すべてこの学籍番号によって行われますので、正確に覚えま
しょう。

学籍番号は６桁の数字とアルファベットで表示します。

（例） 26
入学年度

Ｂ
学科コード

001
個人番号

アルファベットは、学部・学科を表し、コードは下記のとおりです。

学　　部 学　　科 学科コード
国際学部 国際学科 Ｐ

スポーツ健康学部 スポーツ健康学科 Ｔ

経営学部
経営学科 Ｂ

商学科（～2025） Ｃ

経済学部
経済学科（2026～）

経済学科・国際経済学科（～2025）

情報システム学科（2025～）

建築・環境デザイン学科（2025～）

システム工学科（2025～）

H

M

S

Ｅ

デザイン工学部
（～2024）

情報デザイン学部
（2025～）

建築・環境デザイン学部
（2025～）

情報システム学科 Ｈ

建築・環境デザイン学科 Ｍ

環境理工学科 Ｖ

工学部
（～2024）

機械工学科 Ｆ

交通機械工学科 Ｇ

都市創造工学科 Ｋ

電気電子情報工学科 Ｌ

（学生証・表面）

（学生証・裏面）

26

2007
2026
2030

システム工学部
（2025～）
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学生証が
必要なとき

◎試験を受けるとき ◎授業で出席確認を行うとき　◎履修相談をするとき
◎図書館を利用するとき　◎通学定期を購入するとき
◎各種証明書をパピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するとき
◎公共交通機関の遅延、運休に伴い、授業を遅刻・欠席するとき

有効期限 ・入学後４年間（編入生は２年間）です。
 。すまりなに要必が新更の証生学に末度年毎、は生学るす籍在に上以生回５ ・

２月中旬以降に教務課で更新の申し込みをしてください。4月1日以降に旧学生証と引
き換えます。なお、旧学生証を紛失している場合は有料(1,000円が必要)です。

学生証の
再発行
（紛失・破損）

・学生証を紛失・破損した場合は、教務課に届け出て再発行手続きを行ってください。
再発行は有料（1,000円が必要）であり、身分証明書（運転免許証、パスポート等）の提示
が必要です
・学生証を粉失した場合は、まず学生課で落とし物を確認し、見つからなければ、直ちに
警察に届け出てください。

学生証の
返還

以下の場合は、学生証を速やかに教務課へ返還してください。
１．卒業、退学、除籍により学籍を離れたとき。
２．学生証の再交付を受けた後に旧学生証が見つかったとき。

氏名の変更 本人および保証人（保護者等）の氏名を変更する場合は、速やかに「氏名変更届」と
住民票または戸籍謄本の原本を併せて教務課まで届け出てください。

住所等の変更 学生本人および保証人（保護者等）の携帯電話番号、自宅電話番号、住所をポータル
システムから変更できます。変更した場合、学生証裏シールの現住所の変更が必要と
なります。教務課学籍係で手続きを受けてください。

学生証裏
シールの更新

当該年度の在籍を証明する大切な証明書
です。裏シールは通学定期購入の有無に
かかわらず、全員年度ごとに更新が必要で
す。
当該年度のシールを貼付していない学生
証では、通学定期を購入できません。
新年度の裏シールは、毎年３月中旬から教
務課で交付しますので、忘れずに更新して
ください。

（学生証・裏面）

学生証が
必要なとき

◎試験を受けるとき ◎授業で出席確認を行うとき ◎履修相談をするとき
◎図書館を利用するとき ◎通学定期を購入するとき
◎各種証明書の発行申請（パピルスメイト（証明書自動発行機））をするとき

有効期限 ・入学後４年間（編入生は２年間）です。
。すまりなに要必が新更の証生学に末度年毎、は生学るす籍在に上以生回５・

２月中旬以降に教務課で更新の申し込みをしてください。３月末に旧学生証と引き換
えます。なお、旧学生証を紛失している場合は有料(1,000円が必要)です。

学生証の
再発行
（紛失・破損）

学生証を紛失・破損した場合は、教務課に届け出て再発行手続きを行ってください。
再発行は有料（1,000円が必要）です。
学生証を粉失した場合は、直ちに警察に届け出て、教務課で再交付を受けてください。
本学学内で紛失した場合は、学生生活課にお問い合わせください。

学生証の
返還

以下の場合は、学生証を速やかに教務課へ返還してください。
１．卒業、退学、除籍により学籍を離れたとき。
２．学生証の再交付を受けた後に旧学生証が見つかったとき。

氏名、住所等
の変更

本人および保護者の以下の内容が変更の場合は、速やかに教務課まで届け出てくださ
い。
携帯電話番号、住所、自宅電話番号、氏名、本人の通学区間

学生証裏
シールの更新

当該年度の在籍を証明する大切な証明書
です。裏シールは通学定期購入の有無に
かかわらず、全員年度ごとに更新が必要で
す。
当該年度のシールを貼付していない学生
証では、通学定期も購入できません。
新年度の裏シールは、毎年３月下旬から教
務課で交付しますので、忘れずに更新して
ください。

（学生証・裏面）

2 0 2 6

2030
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大学院の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入学年度　　　　専攻コード　　　個人番号

人 間 環 境 学 研 究 科 人 間 環 境 学 専 攻 〔ＭＰ〕 人 間 環 境 学 専 攻 〔ＤＰ〕

経 営 ・ 流 通 学 研 究 科 経 営 ・ 流 通 専 攻 〔ＭＣ〕 経 営 ・ 流 通 専 攻 〔ＤＣ〕

現代 経済 シス テム 専攻 〔ＭＧ〕

ア ジ ア 地 域 経 済 専 攻 〔ＭＥ〕

機 械 工 学 専 攻 〔ＭＦ〕

交 通 機 械 工 学 専 攻 〔ＭＴ〕

都 市 創 造 工 学 専 攻 〔ＭＫ〕

電気 電子 情報 工学 専攻 〔ＭＬ〕

情報 シス テム 工学 専攻 〔ＭＨ〕

環 境 デ ザ イ ン 専 攻 〔ＭＭ〕

経 済 学 研 究 科 ア ジ ア 地 域 経 済 専 攻 〔ＤＥ〕

［例］　２６　ＭＰ　０１

研　究　科
専　 攻

博士前期課程　　〔専攻コード〕 博士後期課程　　〔専攻コード〕

工 学 研 究 科

生産 シス テム 工学 専攻 〔ＤＮ〕

環 境 開 発 工 学 専 攻 〔ＤＴ〕

-7-



通学・学割
通学定期・学割証は正しく使いましょう。
※次の行為は、不正乗車として摘発されます。
　・自分の定期券・学割証等を友人等に貸したとき
　・有効期限切れの定期券・学割証を使用したとき
　・記入事項（日付など）を書きかえた時
　・自宅および大学の最寄駅以外の区間で購入し使用したとき

生学のてべすの学本、たま。すまれさ求請が賃運の額多りよ関機通交該当、合場たっな行を車乗正不※
が通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自
身で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認してください。

通学定期 通学定期購入の際は、学生証の裏面にある通学区間（路線別）を記入し、教務課で承認印
を受けてから、通学証明書として使用することができます。各交通機関の購入窓口に学
生証を呈示して購入してください。（交通機関によっては、別途通学証明書が必要となる
場合があります。各交通機関に確認し、必要な場合は、教務課で承認印の押印を受けてく
ださい。）
誤った申請内容で不正乗車を行なった場合、当該交通機関より多額の運賃が請求されま
す。また、本学のすべての学生が通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可
能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自身で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認
してください。

通学区間 通学区間の証明は、現住所（学生証に記載されている住所）の最寄駅から、大学の最寄駅
までの最短距離に限ります。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購※
口へ確認してください。
なお、通学以外の目的（アルバイト等）のために通学証明することはできません。また、通
学区間の変更や通学定期乗車券控の記入欄がなくなった場合は、教務課で裏面シールの
追加発行と承認印を受けてください。

通学区間の
変更

住所変更等で通学区間および路線に変更があった場合は、教務課に申し出て、承認印を
受けてください。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購※
口へ確認してください。

学校学生生徒
旅客運賃
割引証

・
使用上の注意

学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）とは、片道乗車区間の距離が営業キロで100km
を超える区間を乗車する際には片道乗車券が、600kmを超える場合には往復割引乗車

）みのRJ（。すでのもるなと引割２が券
・学割証の有効期間は発行の日から３ヵ月です。

。すまきでがとこるす付交日即で）機行発動自書明証（トイメスルピパ・
学割証を不正に使用した場合には、使用者は３倍の運賃を追徴され、以後の発行を停止
されることがあります。また、本学の学割制度そのものを失い、他の学生に迷惑をかけ
ることにもなりかねませんので、十分に注意してください。

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

通学・学割
通学定期・学割証は正しく使いましょう。
※次の行為は、不正乗車として摘発されます。
　・自分の定期券・学割証等を友人等に貸したとき
・有効期限切れの定期券・学割証を使用したとき
　・記入事項（日付など）を書きかえたとき
　・自宅および大学の最寄駅以外の区間で購入し使用したとき

生が学のてべすの学本、たま。すまれさ求請が賃運の額多りよ関機通交該当、合場たっ行を車乗正不 ※
通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自身
で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認してください。

通学定期 通学定期購入の際は、学生証の裏面にある通学区間（路線別）を記入し、教務課で承認印
を受けてから、通学証明書として使用することができます。各交通機関の購入窓口に学
生証を提示して購入してください。（交通機関によっては、別途通学証明書が必要となる
場合があります。各交通機関に確認し、必要な場合は、教務課で承認印の押印を受けてく
ださい。）
誤った申請内容で不正乗車を行なった場合、当該交通機関より多額の運賃が請求されま
す。また、本学のすべての学生が通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可
能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自身で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認
してください。

通学区間 通学区間の証明は、現住所（学生証に記載されている住所）の最寄駅から、大学の最寄駅
までの最短経路に限ります。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購 ※
口へ確認してください。
なお、通学以外の目的（アルバイト等）のために通学区間を承認することはできません。
また、通学区間の変更や通学定期乗車券控の記入欄がなくなった場合は、教務課で裏面
シールの追加発行と承認印を受けてください。

通学区間の
変更

住所変更等で通学区間および路線に変更があった場合は、教務課に申し出て、承認印を
受けてください。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購 ※
口へ確認してください。

学校学生生徒
旅客運賃
割引証

・
使用上の注意

学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）とは、旅客鉄道株式会社（JR各社）が指定した学
校の学生が旅客鉄道株式会社（JR各社）の営業キロで片道100キロメートルを超える区
間を乗車する際に、運賃が割引になる制度です。
・学割証の有効期間は発行の日から３ヵ月です。

 。すまきでがとこるす付交日即で）機行発動自書明証（トイメスルピパ ・
学割証を不正に使用した場合には、使用者は３倍の運賃を追徴され、以後の発行を停止
されることがあります。また、本学の学割制度そのものを失い、他の学生に迷惑をかけ
ることにもなりかねませんので、十分に注意してください。
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各種証明書
証明書は、パピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するものと、教務課窓口で発行するものがあります。

パピルスメイト（証明書自動発行機）から発行可能な証明書等

成績証明書
和文 300円

成績表 注）年間２通まで 無料
英文 1,000円

卒業見込証明書　※（1） 200円 履修登録確認表 注）年間２通まで 無料
成績・卒業見込証明書 500円 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）注）P８参照 無料

在学証明書
和文 200円 健康診断書

（当該年度、健康診断受診者に限る） 200円
英文 1,000円

試験用臨時学生証 500円 初期パスワード通知書 200円
※注意事頂
１．英文証明書発行には、教務課へのローマ字表記の事前申請が必要です。

。すでり限日当行発は限期効有。いさだくてし却返ず必でま課務教、後用使、は証生学時臨用験試．２
３．間違いや余分に発行・購入した証明書等の返金は一切できません。

。いさだく出し申おでま口窓のく近はたま課務教は等問質るす関にトイメスルピパ．４
。すでタケ4下号番話電の者護保るいてけ届へ学大、はドーワスパのトイメスルピパ．５

※（1）卒業見込証明書：当該年度に卒業が可能であることを証明するもので、就職活動等に必要です。
次の条件に該当する場合のみ、４月１日から発行できます。

。るいてし足充を数位単件要業卒に既、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３①
充を数位単件要業卒、てけ向に度年新、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３②

足できる履修申請（クラス登録含む）が問題なく完了している。
発らか日翌、合場たっ行を正修請申修履るきで足充を数位単件要業卒、ていおに中間期正修請申修履・

行が可能になります。

【パピルスメイト設置場所および稼働時間】
中央キャンパス：
本館（11号館）１階ホール

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

東キャンパス：
クリスタルテラス１階

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

梅田サテライトキャンパス
（大阪駅前第３ビル19階）

月曜日～金曜日 ９：00～19：00
土曜日 ９：00～17：00

ムテスシルターポ、示掲（。すまし更変を間時働稼は期春・中暇休期冬・期夏：意注
等でお知らせします。）

教務課窓口で発行する証明書等

成績証明書（英文） 1,000円
在籍（期間）証明書 200円

卒業証明書 200円

卒業証明書（英文） 1,000円 調査書（大学院受験用） 500円

在学（籍・籍期間）証明書（英文） 1,000円
調査書（学内推薦） 無料
通学証明書（学生証裏シール） 無料

単位修得見込証明書 300円
。いさだく用利ごを書明証籍在、は明証の学休）注

卒業生は、教務課窓口または郵送で証明書の申込を受け付けます。
詳細は本学公式Webページをご確認ください。

パピルスメイト
（証明書自動発行機）

各種証明書
証明書は、パピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するものと、教務課窓口で発行するものがあります。

パピルスメイト（証明書自動発行機）から発行可能な証明書等

成績証明書
和文 300円

成績表 注）年間２通まで 無料
英文 1,000円

卒業見込証明書　※（1） 200円 履修登録確認表 注）年間２通まで 無料
成績・卒業見込証明書 500円 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）注）P８参照 無料

在学証明書
和文 200円 健康診断書

（当該年度、健康診断受診者に限る） 200円
英文 1,000円

試験用臨時学生証 500円 初期パスワード通知書 200円
※注意事頂
１．英文証明書発行には、教務課へのローマ字表記の事前申請が必要です。

。すでり限日当行発は限期効有。いさだくてし却返ず必でま課務教、後用使、は証生学時臨用験試．２
３．間違いや余分に発行・購入した証明書等の返金は一切できません。

。いさだく出し申おでま口窓のく近はたま課務教は等問質るす関にトイメスルピパ．４
。すでタケ4下号番話電の者護保るいてけ届へ学大、はドーワスパのトイメスルピパ．５

※（1）卒業見込証明書：当該年度に卒業が可能であることを証明するもので、就職活動等に必要です。
次の条件に該当する場合のみ、４月１日から発行できます。

。るいてし足充を数位単件要業卒に既、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３①
充を数位単件要業卒、てけ向に度年新、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３②

足できる履修申請（クラス登録含む）が問題なく完了している。
発らか日翌、合場たっ行を正修請申修履るきで足充を数位単件要業卒、ていおに中間期正修請申修履・

行が可能になります。

【パピルスメイト設置場所および稼働時間】
中央キャンパス：
本館（11号館）１階ホール

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

東キャンパス：
クリスタルテラス１階

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

梅田サテライトキャンパス
（大阪駅前第３ビル19階）

月曜日～金曜日 ９：00～19：00
土曜日 ９：00～17：00

ムテスシルターポ、示掲（。すまし更変を間時働稼は期春・中暇休期冬・期夏：意注
等でお知らせします。）

教務課窓口で発行する証明書等

成績証明書（英文） 1,000円
在籍（期間）証明書 200円

卒業証明書 200円

卒業証明書（英文） 1,000円 調査書（大学院受験用） 500円

在学（籍・籍期間）証明書（英文） 1,000円
調査書（学内推薦） 無料
通学証明書（学生証裏シール） 無料

単位修得見込証明書 300円
。いさだく用利ごを書明証籍在、は明証の学休）注

卒業生は、教務課窓口または郵送で証明書の申込を受け付けます。
詳細は本学公式Webページをご確認ください。

パピルスメイト
（証明書自動発行機）
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通学・学割
通学定期・学割証は正しく使いましょう。
※次の行為は、不正乗車として摘発されます。
　・自分の定期券・学割証等を友人等に貸したとき
　・有効期限切れの定期券・学割証を使用したとき
　・記入事項（日付など）を書きかえた時
　・自宅および大学の最寄駅以外の区間で購入し使用したとき

生学のてべすの学本、たま。すまれさ求請が賃運の額多りよ関機通交該当、合場たっな行を車乗正不※
が通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自
身で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認してください。

通学定期 通学定期購入の際は、学生証の裏面にある通学区間（路線別）を記入し、教務課で承認印
を受けてから、通学証明書として使用することができます。各交通機関の購入窓口に学
生証を呈示して購入してください。（交通機関によっては、別途通学証明書が必要となる
場合があります。各交通機関に確認し、必要な場合は、教務課で承認印の押印を受けてく
ださい。）
誤った申請内容で不正乗車を行なった場合、当該交通機関より多額の運賃が請求されま
す。また、本学のすべての学生が通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可
能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自身で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認
してください。

通学区間 通学区間の証明は、現住所（学生証に記載されている住所）の最寄駅から、大学の最寄駅
までの最短距離に限ります。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購※
口へ確認してください。
なお、通学以外の目的（アルバイト等）のために通学証明することはできません。また、通
学区間の変更や通学定期乗車券控の記入欄がなくなった場合は、教務課で裏面シールの
追加発行と承認印を受けてください。

通学区間の
変更

住所変更等で通学区間および路線に変更があった場合は、教務課に申し出て、承認印を
受けてください。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購※
口へ確認してください。

学校学生生徒
旅客運賃
割引証

・
使用上の注意

学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）とは、片道乗車区間の距離が営業キロで100km
を超える区間を乗車する際には片道乗車券が、600kmを超える場合には往復割引乗車

）みのRJ（。すでのもるなと引割２が券
・学割証の有効期間は発行の日から３ヵ月です。

。すまきでがとこるす付交日即で）機行発動自書明証（トイメスルピパ・
学割証を不正に使用した場合には、使用者は３倍の運賃を追徴され、以後の発行を停止
されることがあります。また、本学の学割制度そのものを失い、他の学生に迷惑をかけ
ることにもなりかねませんので、十分に注意してください。
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通学・学割
通学定期・学割証は正しく使いましょう。
※次の行為は、不正乗車として摘発されます。
　・自分の定期券・学割証等を友人等に貸したとき
　・有効期限切れの定期券・学割証を使用したとき
　・記入事項（日付など）を書きかえたとき
　・自宅および大学の最寄駅以外の区間で購入し使用したとき

生が学のてべすの学本、たま。すまれさ求請が賃運の額多りよ関機通交該当、合場たっ行を車乗正不※
通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自身
で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認してください。

通学定期 通学定期購入の際は、学生証の裏面にある通学区間（路線別）を記入し、教務課で承認印
を受けてから、通学証明書として使用することができます。各交通機関の購入窓口に学
生証を提示して購入してください。（交通機関によっては、別途通学証明書が必要となる
場合があります。各交通機関に確認し、必要な場合は、教務課で承認印の押印を受けてく
ださい。）
誤った申請内容で不正乗車を行なった場合、当該交通機関より多額の運賃が請求されま
す。また、本学のすべての学生が通学定期券を購入できなくなる恐れがあります。購入可
能な区間等に疑問がある場合は、必ずご自身で、当該交通機関の定期券発売窓口へ確認
してください。

通学区間 通学区間の証明は、現住所（学生証に記載されている住所）の最寄駅から、大学の最寄駅
までの最短経路に限ります。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購※
口へ確認してください。
なお、通学以外の目的（アルバイト等）のために通学区間を承認することはできません。
また、通学区間の変更や通学定期乗車券控の記入欄がなくなった場合は、教務課で裏面
シールの追加発行と承認印を受けてください。

通学区間の
変更

住所変更等で通学区間および路線に変更があった場合は、教務課に申し出て、承認印を
受けてください。

窓売発券期定の関機通交該当、で身自ごず必、は合場るあが問疑に等間区な能可入購※
口へ確認してください。

学校学生生徒
旅客運賃
割引証

・
使用上の注意

学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証）とは、旅客鉄道株式会社（JR各社）が指定した学
校の学生が旅客鉄道株式会社（JR各社）の営業キロで片道100キロメートルを超える区
間を乗車する際に、運賃が割引になる制度です。
・学割証の有効期間は発行の日から３ヵ月です。

。すまきでがとこるす付交日即で）機行発動自書明証（トイメスルピパ・
学割証を不正に使用した場合には、使用者は３倍の運賃を追徴され、以後の発行を停止
されることがあります。また、本学の学割制度そのものを失い、他の学生に迷惑をかけ
ることにもなりかねませんので、十分に注意してください。
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各種証明書
証明書は、パピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するものと、教務課窓口で発行するものがあります。

パピルスメイト（証明書自動発行機）から発行可能な証明書等

成績証明書
和文 300円

成績表 注）年間２通まで 無料
英文 1,000円

卒業見込証明書　※（1） 200円 履修登録確認表 注）年間２通まで 無料
成績・卒業見込証明書 500円 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）注）P８参照 無料

在学証明書
和文 200円 健康診断書

（当該年度、健康診断受診者に限る） 200円
英文 1,000円

試験用臨時学生証 500円 初期パスワード通知書 200円
※注意事頂
１．英文証明書発行には、教務課へのローマ字表記の事前申請が必要です。

。すでり限日当行発は限期効有。いさだくてし却返ず必でま課務教、後用使、は証生学時臨用験試．２
３．間違いや余分に発行・購入した証明書等の返金は一切できません。

。いさだく出し申おでま口窓のく近はたま課務教は等問質るす関にトイメスルピパ．４
。すでタケ4下号番話電の者護保るいてけ届へ学大、はドーワスパのトイメスルピパ．５

※（1）卒業見込証明書：当該年度に卒業が可能であることを証明するもので、就職活動等に必要です。
次の条件に該当する場合のみ、４月１日から発行できます。

。るいてし足充を数位単件要業卒に既、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３①
充を数位単件要業卒、てけ向に度年新、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３②

足できる履修申請（クラス登録含む）が問題なく完了している。
発らか日翌、合場たっ行を正修請申修履るきで足充を数位単件要業卒、ていおに中間期正修請申修履・

行が可能になります。

【パピルスメイト設置場所および稼働時間】
中央キャンパス：
本館（11号館）１階ホール

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

東キャンパス：
クリスタルテラス１階

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

梅田サテライトキャンパス
（大阪駅前第３ビル19階）

月曜日～金曜日 ９：00～19：00
土曜日 ９：00～17：00

ムテスシルターポ、示掲（。すまし更変を間時働稼は期春・中暇休期冬・期夏：意注
等でお知らせします。）

教務課窓口で発行する証明書等

成績証明書（英文） 1,000円
在籍（期間）証明書 200円

卒業証明書 200円

卒業証明書（英文） 1,000円 調査書（大学院受験用） 500円

在学（籍・籍期間）証明書（英文） 1,000円
調査書（学内推薦） 無料
通学証明書（学生証裏シール） 無料

単位修得見込証明書 300円
。いさだく用利ごを書明証籍在、は明証の学休）注

卒業生は、教務課窓口または郵送で証明書の申込を受け付けます。
詳細は本学公式Webページをご確認ください。

パピルスメイト
（証明書自動発行機）

各種証明書
証明書は、パピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するものと、教務課窓口で発行するものがあります。

パピルスメイト（証明書自動発行機）から発行可能な証明書等

成績証明書
和文 300円

成績表 注）年間２通まで 無料
英文 1,000円

卒業見込証明書　※（1） 200円 履修登録確認表 注）年間２通まで 無料
成績・卒業見込証明書 500円 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）注）P８参照 無料

在学証明書
和文 200円 健康診断書

（当該年度、健康診断受診者に限る） 200円
英文 1,000円

試験用臨時学生証 500円 初期パスワード通知書 200円
※注意事頂
１．英文証明書発行には、教務課へのローマ字表記の事前申請が必要です。

。すでり限日当行発は限期効有。いさだくてし却返ず必でま課務教、後用使、は証生学時臨用験試．２
３．間違いや余分に発行・購入した証明書等の返金は一切できません。

。いさだく出し申おでま口窓のく近はたま課務教は等問質るす関にトイメスルピパ．４
。すでタケ4下号番話電の者護保るいてけ届へ学大、はドーワスパのトイメスルピパ．５

※（1）卒業見込証明書：当該年度に卒業が可能であることを証明するもので、就職活動等に必要です。
次の条件に該当する場合のみ、４月１日から発行できます。

。るいてし足充を数位単件要業卒に既、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３①
充を数位単件要業卒、てけ向に度年新、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３②

足できる履修申請（クラス登録含む）が問題なく完了している。
発らか日翌、合場たっ行を正修請申修履るきで足充を数位単件要業卒、ていおに中間期正修請申修履・

行が可能になります。

【パピルスメイト設置場所および稼働時間】
中央キャンパス：
本館（11号館）１階ホール

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

東キャンパス：
クリスタルテラス１階

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

梅田サテライトキャンパス
（大阪駅前第３ビル19階）

月曜日～金曜日 ９：00～19：00
土曜日 ９：00～17：00

ムテスシルターポ、示掲（。すまし更変を間時働稼は期春・中暇休期冬・期夏：意注
等でお知らせします。）

教務課窓口で発行する証明書等

成績証明書（英文） 1,000円
在籍（期間）証明書 200円

卒業証明書 200円

卒業証明書（英文） 1,000円 調査書（大学院受験用） 500円

在学（籍・籍期間）証明書（英文） 1,000円
調査書（学内推薦） 無料
通学証明書（学生証裏シール） 無料

単位修得見込証明書 300円
。いさだく用利ごを書明証籍在、は明証の学休）注

卒業生は、教務課窓口または郵送で証明書の申込を受け付けます。
詳細は本学公式Webページをご確認ください。

パピルスメイト
（証明書自動発行機）
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各種証明書
証明書は、パピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するものと、教務課窓口で発行するものがあります。

各種証明書
証明書は、パピルスメイト（証明書自動発行機）で発行するものと、教務課窓口で発行するものがあります。

パピルスメイト（証明書自動発行機）から発行可能な証明書等

成績証明書
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成績表 注）年間２通まで 無料
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英文 1,000円

試験用臨時学生証 500円 初期パスワード通知書 200円
※注意事頂
１．英文証明書発行には、教務課へのローマ字表記の事前申請が必要です。

。すでり限日当行発は限期効有。いさだくてし却返ず必でま課務教、後用使、は証生学時臨用験試．２
３．間違いや余分に発行・購入した証明書等の返金は一切できません。

。いさだく出し申おでま口窓のく近はたま課務教は等問質るす関にトイメスルピパ．４
。すでタケ4下号番話電の者護保るいてけ届へ学大、はドーワスパのトイメスルピパ．５

※（1）卒業見込証明書：当該年度に卒業が可能であることを証明するもので、就職活動等に必要です。
次の条件に該当する場合のみ、４月１日から発行できます。

。るいてし足充を数位単件要業卒に既、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３①
充を数位単件要業卒、てけ向に度年新、し）学在上以年１は生入編（学在上以年３、ていおに日末月３②

足できる履修申請（クラス登録含む）が問題なく完了している。
発らか日翌、合場たっ行を正修請申修履るきで足充を数位単件要業卒、ていおに中間期正修請申修履・

行が可能になります。

【パピルスメイト設置場所および稼働時間】
中央キャンパス：
本館（11号館）１階ホール

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

東キャンパス：
クリスタルテラス１階

月曜日～金曜日 ９：00～17：00
土曜日 ９：00～12：30

梅田サテライトキャンパス
（大阪駅前第３ビル19階）

月曜日～金曜日 ９：00～19：00
土曜日 ９：00～17：00

ムテスシルターポ、示掲（。すまし更変を間時働稼は期春・中暇休期冬・期夏：意注
等でお知らせします。）

教務課窓口で発行する証明書等

成績証明書（英文） 1,000円
在籍（期間）証明書 200円

卒業証明書 200円

卒業証明書（英文） 1,000円 調査書（大学院受験用） 500円

在学（籍・籍期間）証明書（英文） 1,000円
調査書（学内推薦） 無料
通学証明書（学生証裏シール） 無料

単位修得見込証明書 300円
。いさだく用利ごを書明証籍在、は明証の学休）注

卒業生は、教務課窓口または郵送で証明書の申込を受け付けます。
詳細は本学公式Webページをご確認ください。

パピルスメイト
（証明書自動発行機）

〔注意事頂〕
。すでり限日当行発は限期効有。いさだくてし却返ず必でま課務教、後用使、は証生学時臨用験試 ．１

２．間違いや余分に発行・購入した証明書等の返金は一切できません。
３．パ ピルスメイトに関する質問等は教務課までお申し出ください。

5．健康診断書の発行時期については、保健管理センターにお尋ねください。
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ポータルシステム(Portal-OSU)
修学に関する情報をまとめ、学生生活を支援するための総合案内システムです。
履修申請、シラバス照会、個人に応じたお知らせなど、様々な機能を使用することができます。

【重要】「Web履修申請ガイドブック」を入手してください。(配付：教務課)
〔履修申請… 受講したい講義(授業)科目を学年(学期)の初めに申請すること〕

主 な 機 能

ロ グ イ ン

大阪産業大学 Webサイト（https://www.osaka-sandai.ac.jp）

Portal-OSU →ログイン画面へ

（＊）ログイン方法
【ユーザID】s + 学籍番号(半角小文字)(例：99A999→ s99a999)
【パスワード】パスワード通知書(ハガキ)に記載

⑦メール通知設定 スマートフォンなどに、ポータルシステム上の新着通知をお知らせする機能
(本学発行のGmailアドレスが最初から登録済み)
メールアドレスは３つまで登録することが可能
・配信先状況が『本登録』になれば、受信することができます。
・ドメイン指定解除してください。【osaka-sandai.ac.jp】を設定してください。

⑤WebClass(教育支援システム)
履修している講義(授業)教員とのコミュニケーションツール、教材・資料の
ダウンロード、課題・レポートの提出、テストの実施などの機能があります。
・ポータルシステム、Webサイト(情報科学センター)からもログイン可能
（＊）ログイン方法は、下記ポータルシステムと共通
・履修申請後のWebClassへの反映は、翌日の1時限までに行います。

④定期試験時間割 実施日の１週間前から掲載

③教務システム 履修、シラバス、時間割などの入り口
(クラス登録、履修申請、履修登録確認表、成績表ダウンロード、シラバス照会　など)

②時間割 履修している講義(授業)に関する情報
(休講、補講、教室・教員変更、講義連絡　など)

①お知らせ 教員および教務課、学生課などからの各種お知らせ

⑥出席情報システム 出席状況を確認することが可能（16ページ参照）

（Webサイト上部）
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メール通知設定方法

パソコンからのログイン方法 　大学TOP（https://www.osaka-sandai.ac.jp/）

在学生の皆様へ →ログイン画面へ

Pｏｒｔａｌ-ＯＳＵへのアクセス(ログイン）方法 、は際るすンイグロにムテスシルターポ※
ＩＤとパスワードが必要です。

ポータルシステム  画面紹介

ユーザＩＤ： ｓ+学籍番号（英数字はすべて半角小文字）
。すまし付配で式学入は書知通ドーワスパ：ドーワスパ

コンピュータ演習室利用時のものと同じ
期初、おな)円００２：料有(。いさだくてし手入を書知通ドーワスパ期初で機行発書明証、は方たれ忘をドーワスパ※

パスワード（入学時に交付）を変更した方は、パスワードを初期値に戻す手続きが必要です。初期パスワード通知
書に併載されている、パスワード初期化願により、情報科学センター（本館５Ｆ）で手続きを行ってください。

スマートフォンからのログイン方法

https://j29-plw.osaka-sandai.ac.jp/uniprove_pt/UnLoginControlSP

ドーコRQ←

1

2

3

4

5

Portalシステム  パソコン画面

アルーメ帯携・CPいたり取け受をせら知お①
ドレスを入力します。

ドアルーメるす用使に時信送ルーメ】要重【
レスを登録してください。

設未「が況状先信配。すましクッリクを録登②
定」⇒「仮登録」へ変わります。

の文本ルーメたい届、めたう行を録登本③
URLよりログイン画面に移動します。ユー
ザーIDとパスワードを入力し、ログインし
ます。

本「⇒」録登仮「が態状録登、とるすンイグロ④
登録」へ変わります。

知お、といならなに」録登本「が態状録登※
らせメールが受信できません。

「メール通知設定」
リンクをクリック
すると、「編集画面」
が表示されます。

Portal-OSUログイン画面

1

5

Portalシステム スマートフォン画面
スマートフォン
画面からは、
・お知らせ
・MY時間割
・授業関連情報

表認確録登修履・
ダウンロード
表績成・

ダウンロード
・メール通知設定

が行えます。

ここをクリックして
必ずメール通知設定
を行いましょう！

産大モバイル
学生生活を支援するためのスマートフォンアプリです。
保護者の方は、ゲストモードでご利用いただけます。（一部機能に制限があります）

Wi-Fi(無線LAN)

主 な 機 能

ロ グ イ ン

③キャンパスマップ 各号館案内を確認することが可能

②出席システム 出席情報の送信（16ページ参照）

④時刻表 シャトルバス、近鉄バスの時刻表

⑤PC演習室

　開放状況

講義(授業)、自由利用(開放)のPC演習室に関する情報

本館（11号館）7階（中央キャンパス）0701演習室は、自由利用専用

（PC…パソコン〔Personal Computer〕）

大阪産業大学情報科学センター Webサイト
（https://www.osaka-sandai.ac.jp/campuslife/cnt/index.html#section001）

Google Play、App Storeからダウンロード可能

(＊)ログイン方法は、左記ポータルシステムと共通
注意)マニュアルをご確認の上、ご利用ください。

学内のほぼ全ての施設内にて、Wi-Fi（無線LAN）をご利用いただけます。

接続方法：右記QRコードを参照
(＊)ログイン方法は、左記ポータルシステムと共通

[LEONETWiFi-1x] : 設定が完了している場合、次回以降は自動的にWi-Fi（無線LAN）に接続されます。

産大モバイル（スマホアプリ） 産大モバイルサポートサイト

①時間割 履修している講義(授業)に関する情報

(休講、補講、教室・教員変更、講義連絡　など)

時限をタップして、メモを入力することが可能
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情報科学センター案内

情報処理教育を推進し、教育研究一般をICTで支援する部署です。
ICT：情報通信技術〔Information and Communication Technology〕
場所：本館（11号館）5階（中央キャンパス）
mail：center@cnt.osaka-sandai.ac.jp

在籍中は、Microsoft Officeを無償で利用することができます。
(Windows/Mac PC・タブレット・スマートフォン複数台に、インストール可能)

Microsoft Of fice 製品無償利用

保護者ポータルサイト
学生と同様に、保護者の方々もポータルシステム「保護者ポータルサイト」を利用する
ことができます。
保護者ポータルサイトには以下のような機能があり、学生の時間割や成績表、
出席状況等を確認することができます。保護者の方々から出席や成績について
尋ねられたら、保護者ポータルサイトを閲覧するよう案内してください。

お知らせ、個人伝言
　大学および後援会から最新の話題や情報等を提供する掲示板です。

時間割
　履修している時間割を閲覧することができます。

成績表ダウンロード
。んせまきでドーロンウダは中間期録登績成、おな。すまきでがとこるすドーロンウダを表績成 　

メール通知設定
　大学および後援会からのお知らせ等の通知メールアドレスを登録することができます。

出席状況確認表ダウンロード
　前日までの出席状況確認表（当該学期）をダウンロードすることができます。

出席状況照会
　前日までの出席状況（出席回数・出席率）を科目ごとに確認することができます。
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学期と授業時間
）く除は験試るれわ行に中間時業授（。いさだくてし意注でのるな異と間時業授は間時験試

学期 前期と後期の２期に分かれています。

前期 後期

４月１日～９月20日 ９月21日～３月31日

授業時間 時限 時間

１時限 ９：00～10：30 ※各時限は90分授業（＝１コマ）

２時限 10：40～12：10

３時限 12：50～14：20

４時限 14：30～16：00

５時限 16：10～17：40

６時限 17：50～19：20

※授業は１時限～６時限、月～土曜日まであります。

履修申請
履修申請とは、当該年度に単位を修得しようとする授業科目を申し込むことです。
各自の学修計画に基づき、Web履修申請システムにて４月（在学生は３月）に、当該年度に必要となる
科目を全て登録します。なお、前期は４月中旬、後期は９月下旬にそれぞれ修正期間を設けていますの
で、既決履修講義およびクラス登録科目を除く科目の修正が可能です。

所定の期間内に履修申請を行わなかったり、間違った履修申請を行うと、授業に出て試験を受けても、
単位は修得できません。
履修申請は、パソコンからポータルシステムにログインして行います。操作（申請）方法は『Web履修
申請ガイドブック』に掲載されています。
※履修と修得について

。すでとこぶ学し録登を目科業授たれらめ定に程課育教、にめたるす得修を位単、はと」修履「
「修得」とは、授業科目を学んだ結果、合格の評価を受け単位認定されることです。

-12-
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情報科学センター案内

情報処理教育を推進し、教育研究一般をICTで支援する部署です。
ICT：情報通信技術〔Information and Communication Technology〕
場所：本館（11号館）5階（中央キャンパス）
mail：center@cnt.osaka-sandai.ac.jp

在籍中は、Microsoft Officeを無償で利用することができます。
(Windows/Mac PC・タブレット・スマートフォン複数台に、インストール可能)

Microsoft Office 製品無償利用

保護者ポータルサイト
学生と同様に、保護者の方々もポータルシステム「保護者ポータルサイト」を利用する
ことができます。
保護者ポータルサイトには以下のような機能があり、学生の時間割や成績表、
出席状況等を確認することができます。保護者の方々から出席や成績について
尋ねられたら、保護者ポータルサイトを閲覧するよう案内してください。

お知らせ、個人伝言
　大学および後援会から最新の話題や情報等を提供する掲示板です。

時間割
　履修している時間割を閲覧することができます。

成績表ダウンロード
。んせまきでドーロンウダは中間期録登績成、おな。すまきでがとこるすドーロンウダを表績成

メール通知設定
　大学および後援会からのお知らせ等の通知メールアドレスを登録することができます。

出席状況確認表ダウンロード
　前日までの出席状況確認表（当該学期）をダウンロードすることができます。

出席状況照会
　前日までの出席状況（出席回数・出席率）を科目ごとに確認することができます。

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

学期と授業時間
）く除は験試るれわ行に中間時業授（。いさだくてし意注でのるな異と間時業授は間時験試

学期 前期と後期の２期に分かれています。

前期 後期

４月１日～９月20日 ９月21日～３月31日

授業時間 時限 時間

１時限 ９：00～10：30 ※各時限は90分授業（＝１コマ）

２時限 10：40～12：10

３時限 12：50～14：20

４時限 14：30～16：00

５時限 16：10～17：40

６時限 17：50～19：20

※授業は１時限～６時限、月～土曜日まであります。

履修申請
履修申請とは、当該年度に単位を修得しようとする授業科目を申し込むことです。
各自の学修計画に基づき、Web履修申請システムにて４月（在学生は３月）に、当該年度に必要となる
科目を全て登録します。なお、前期は４月中旬、後期は９月下旬にそれぞれ修正期間を設けていますの
で、既決履修講義およびクラス登録科目を除く科目の修正が可能です。

所定の期間内に履修申請を行わなかったり、間違った履修申請を行うと、授業に出て試験を受けても、
単位は修得できません。
履修申請は、パソコンからポータルシステムにログインして行います。操作（申請）方法は『Web履修
申請ガイドブック』に掲載されています。
※履修と修得について

。すでとこぶ学し録登を目科業授たれらめ定に程課育教、にめたるす得修を位単、はと」修履「 
「修得」とは、授業科目を学んだ結果、合格の評価を受け単位認定されることです。
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請申修履3.
の手続き
を行う
（つづき）

重 要 クラス登録応募について
履修人数を制限している科目（『講義時間割』の科目名左側に「●」「○」「◎」印のある
科目）の受講を希望する場合は、クラス登録期間に応募してください。
クラス登録応募は、Webで「受付→抽選、履修クラスの決定→結果発表」という手順
で行います。ただし、科目によっては、応募者多数の場合、受講できない（抽選にはず
れる）ことがあります。
詳細は『Web履修申請ガイドブック』の「クラス登録」を参照してください。

■クラス登録タイプについて

Ⅰ 登録保証型
（講義時間割●印科目）

科目と曜日時限を指定して応募します。クラス（教
員）は指定できません。応募すれば必ず当選します。

Ⅱ 曜日時限指定抽選型
（講義時間割○印科目）

科目と曜日時限を指定して応募します。クラス（教
員）は指定できません。希望の曜日時限すべてが定員
を超えた場合は、はずれることがあります。（曜日時
限に希望順位をつけられます。）

Ⅲ クラス指定抽選型
（講義時間割◎印科目）

科目と曜日時限、クラス（教員名）を指定して応募し
ます。希望のクラスすべてが定員を超えた場合は、は
ずれることがあります。（クラスに希望順位をつけら
れます。）

抽選結果、当選クラス（教員名）につきましては、本申請までにWeb上で発表します。

（２）本申請
履修計画（下書きした時間割）に基づいて、Web履修申請システムで講義を申請して
ください。申請画面を開くと履修可能な講義が表示されています。（時間割は学生ご
とに異なります。）事前にクラス登録の抽選により受講を許可された講義と既決履修
講義が表示されています。これらの講義は、取り消すことができません。なお、期間内
ならば何度でも申請内容を変更することができます。申請が完了したら、必ず申請内
容を印刷して保管しておいてください。

（３）修正
申請した講義を修正（追加、削除）することができます。ただし、抽選により履修が決
定した講義、既決履修講義は取り消しできません。修正が完了したら、必ず申請内容
を印刷して保管しておいてください。

履修登録
確認表

Web履修申請期間終了後に、履修確定内容を確認するためのものです。
（５月中旬、10月中旬発行）
履修登録確認表にて、申請した科目と相違がないかを必ず確認してください。
記載のない科目を受講し試験を受けても単位は認定されません。
≪「履修登録確認表」はポータルシステムの教務システム（履修・シラバス）にアクセスし、
入手・印刷してください。
またはパピルスメイトでも年２回無料で発行することができます。≫

教科書販売
について

前期・通年科目は毎年3月下旬から4月中旬にかけて、後期科目は9月中旬から10月上旬
にかけて教科書を販売します。
購入方法等の詳細は、別途配布・配信される「教科書販売のご案内」および、以下の本学
Webページを確認してください。
※MyKiTS（Web申込み）からのみ購入可能です。
Webサイトトップページ＞MENU＞在学生の方＞Web履修申請支援メニュー＞教科書販売

クラス登録科目につきましては、抽選・登録の結果、
決定したクラスを原則取り消すことはできません。

シラバス照会
（Webシラバス）

■履修申請手順

報情な要必①
（モノ）を
そろえる

履修申請をする前に、下の１）～５）の資料をそろえてください。
新入生は４月上旬、在学生は３月下旬です。

1）カリキュラム表 　ハンドブック（この冊子に掲載されています）
2）講義時間割 ムテスシルターポ（ Web履修申請支援メニューに掲載

されています）

3）Webシラバス

　シラバスとは、講義（授業）の計画や、講義内容（概要）を記したものです。
さ載掲も等準基価評績成や容内の）業授（義講、かるいてれさ講開が義講なんど

れているので次の検索方法で確認しましょう。

【Webシラバス（授業計画書）検索方法】

4）成績表

　修得した科目や単位、卒業に必要な科目や単位を確認するために必要です。

』クッブドイガ請申修履beW『）5

。すまいてれさ載掲が等ルアュニマ作操、ルーュジケス請申の請申修履beW

画計修履②
を立てる

①でそろえた必要な情報を基に、『Web履修申請ガイドブック』巻末の「クラス登
録応募下書き用紙」も確認し、履修計画を実際に、「履修申請下書き用紙」に記入し
ていきます。
【履修計画における注意点】

さだくでん読を」）書画計業授（スバラシbeW「に前事、にめたぶ選を目科るす修履①
い。

で自各、び選を目科いたび学が分自、らか中の目科業授るいてれさ講開に帯限時各②
履修申請してください。学生一人一人の時間割の内容は、同じ学部学科であっても
違ったものになります。
③卒業要件単位数を充足することに重点をおいて時間割を組んでください。

れさ定指め予が義講るす修履、のもるいてれさ限制が修履りよに年学や号番籍学④
ているもの（既決履修講義）、抽選により履修者を決定するもの、プレイスメントテ
ストの結果により履修指定がされているものなど、さまざまなタイプがあります。
講義時間割の備考欄などに記載されている履修の条件をよく確認してください。
⑤既に単位認定を受けた科目を再度履修することはできません。
⑥各ガイダンスには必ず参加してください。

https://www.osaka-sandai.ac.jp

大学
TOP

在学生の
皆様へ Web

シラバスログイン
画面へ
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■履修申請手順

報情な要必 1.
（モノ）を
そろえる

履修申請をする前に、下の（１）～（５）の資料をそろえてください。
新入生は４月上旬、在学生は３月下旬に配布します。Webでも確認できます。

（1）カリキュラム表　ハンドブック（この冊子）に掲載されています。
（2）講義時間割 ムテスシルターポ 履修申請支援Menuに掲載

されています。

（3）Webシラバス

シラバスとは、講義（授業）の計画や、講義内容（概要）を記したものです。

次の検索方法で確認しましょう。

【Webシラバス（授業計画書）検索方法】

（4）成績表

　修得した科目や単位、卒業に必要な科目や単位を確認するために必要です。

』クッブドイガ請申修履beW『）（5

。すまいてれさ載掲が等ルアュニマ作操、ルーュジケス請申の請申修履beW 　

画計修履 2.
を立てる

前項1.でそろえた必要な情報を基に、『Web履修申請ガイドブック』巻末の「クラ
ス登録応募下書き用紙」も確認し、履修計画を実際に、「履修申請下書き用紙」に記
入していきます。
【履修計画における注意点】

さだくでん読を」）書画計業授（スバラシbeW「に前事、にめたぶ選を目科るす修履 ①
い。

で自各、び選を目科いたび学が分自、らか中の目科業授るいてれさ講開に帯限時各 ②
履修申請してください。学生一人一人の時間割の内容は、同じ学部学科であっても
違ったものになります。
③卒業要件単位数を充足することに重点をおいて時間割を組んでください。

れさ定指め予が義講るす修履、のもるいてれさ限制が修履りよに年学や号番籍学 ④
ているもの（既決履修講義）、抽選により履修者を決定するもの、プレイスメントテ
ストの結果により履修指定がされているものなど、さまざまなタイプがあります。
『講義時間割の備考欄』などに記載されている履修条件をよく確認してください。
⑤既に単位認定を受けた科目を再度履修することはできません。
⑥各ガイダンスには必ず参加してください。

https://www.osaka-sandai.ac.jp

大学
TOP 在学生の方

ログイン
画面へ

ポータル
システム

請申修履 3.
の手続き
を行う

抽選により履修者を決定するタイプの科目は、履修申請に先立ち応募受付を行
い、抽選処理を行います。抽選の結果当選した場合に限り履修できます。なお、
当選した講義（クラス）は履修を取り消すことができません。詳細は『Web履修
申請ガイドブック』巻末の「クラス登録応募下書き用紙」をご覧ください。

講義（授業）の詳細な内容・履修条件や成績評価基準等も掲載されているので

（１）クラス登録科目応募
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請申修履 3.
の手続き
を行う
（つづき）

重 要 クラス登録応募について
履修人数を制限している科目（『講義時間割』の科目名左側に「●」「○」「◎」印のある
科目）の受講を希望する場合は、クラス登録期間に応募してください。
クラス登録応募は、Webで「受付→抽選、履修クラスの決定→結果発表」という手順
で行います。ただし、科目によっては、応募者多数の場合、受講できない（抽選にはず
れる）ことがあります。
詳細は『Web履修申請ガイドブック』の「クラス登録」を参照してください。

■クラス登録タイプについて

Ⅰ 登録保証型
（講義時間割●印科目）

科目と曜日時限を指定して応募します。クラス（教
員）は指定できません。応募すれば必ず当選します。

Ⅱ 曜日時限指定抽選型
（講義時間割○印科目）

科目と曜日時限を指定して応募します。クラス（教
員）は指定できません。希望の曜日時限すべてが定員
を超えた場合は、はずれることがあります。（曜日時
限に希望順位をつけられます。）

Ⅲ クラス指定抽選型
（講義時間割◎印科目）

科目と曜日時限、クラス（教員名）を指定して応募し
ます。希望のクラスすべてが定員を超えた場合は、は
ずれることがあります。（クラスに希望順位をつけら
れます。）

抽選結果、当選クラス（教員名）につきましては、本申請までにWeb上で発表します。

（２）本申請
履修計画（下書きした時間割）に基づいて、Web履修申請システムで講義を申請して
ください。申請画面を開くと履修可能な講義が表示されています。（時間割は学生ご
とに異なります。）事前にクラス登録の抽選により受講を許可された講義と既決履修
講義が表示されています。これらの講義は、取り消すことができません。なお、期間内
ならば何度でも申請内容を変更することができます。申請が完了したら、必ず申請内
容を印刷して保管しておいてください。

（３）修正
申請した講義を修正（追加、削除）することができます。ただし、抽選により履修が決
定した講義、既決履修講義は取り消しできません。修正が完了したら、必ず申請内容
を印刷して保管しておいてください。

履修登録
確認表

Web履修申請期間終了後に、履修確定内容を確認するためのものです。
（５月中旬、10月中旬発行）
履修登録確認表にて、申請した科目と相違がないかを必ず確認してください。
記載のない科目を受講し試験を受けても単位は認定されません。
≪「履修登録確認表」はポータルシステムの教務システム（履修・シラバス）にアクセスし、
入手・印刷してください。
またはパピルスメイトでも年２回無料で発行することができます。≫

教科書販売
について

前期・通年科目は毎年3月下旬から4月中旬にかけて、後期科目は9月中旬から10月上旬
にかけて教科書を販売します。
購入方法等の詳細は、別途配布・配信される「教科書販売のご案内」および、以下の本学
Webページを確認してください。
※MyKiTS（Web申込み）からのみ購入可能です。
Webサイトトップページ＞MENU＞在学生の方＞Web履修申請支援メニュー＞教科書販売

クラス登録科目につきましては、抽選・登録の結果、
決定したクラスを原則取り消すことはできません。
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大学における授業の学修量を「単位」と表し、履修登録した授業に出席し、試験（筆記、レポート、実技等）に
合格することで単位が与えられます。これを積み重ねて必要な単位を満たすことで卒業ができます。
単位の算定は、大学設置基準により１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成す
ることを標準とし、授業の方法に応じて当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、
各大学において定めるとされています。
これを本学の多くの科目が該当する「半期で15回にわたり開講される2単位の講義科目」に当てはめると、
大学での授業は30時間（＝2時間（注）×15回）開講されていることから、90時間（＝45時間×2単位）から
30時間を引いた残りの60時間は予習と復習を行う必要があることになります。下の図は、予習と復習をそ
れぞれ30時間ずつ実施した場合の例となりますが、この例に基づけば、こうした科目においては、毎週、予
習を2時間、復習を2時間行う必要があることを意味します。
（注）本学では、１時限９０分の授業時間を２時間とみなして計算しています。

単位を修得するための学修時間

大学の授業内容は、単に授業に出席さえすれば授業内容がすべて理解できるようなものではありません。
単位を修得するためには、授業だけでなく、各自で授業外に準備学修等（事前・事後学修）を行う必要があり
ます。各授業科目の準備学修等（事前・事後学修）の具体的な内容とそれに必要な時間はシラバスに記載さ
れています。主体的な学修の仕方を身につけ、学修に励んでください。

30時間

90時間

授業時間
（1週あたり2時間×15回）

30時間

予習時間
（1週あたり2時間×15回）

30時間

復習時間
（1週あたり2時間×15回）

17
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身体科学科目について

受講時の注意
・身体科学科目の第1回目の授業はガイダンスです。授業について大切な説明があります。

　ガイダンスの集合場所は講義時間割表・ポータルシステム・WebClass 等で確認をしてください。

・4回以上欠席した場合は単位を修得することができません。

・遅刻3回は1欠席とみなします。

・授業の欠席/休講については大学の規則に則ります。

・スポーツに適した運動着、トレーニングウェアおよびシューズを着用してください。

・担当教員からの授業連絡はポータルシステム・WebClass より配信がありますので、動作確認

総合体育館見取図

　に慣れておくこと。

・身体科学科目で質問等があれば、担当教員または総合体育館2階体育館非常勤講師室/身体科

学研究室まで。

体育館2階
非常勤講師室
身体科学研究室

体育館掲示板（ホワイトボード）は通常出入口の横にあります。
担当教員からの連絡・教室変更等はポータルシステム・WebClass より配信があります。
分からないことがあれば、担当教員へ連絡または体育館2階非常勤講師室/身体科学研究
室まで来てください。
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授業（休講・補講・欠席　等）
休講 ◎担当教員の都合による休講

担当教員の都合により授業ができない場合はポータルシステムで案内します。
体調不良等やむを得ない事情により授業開始直前の連絡となる場合もあります。

◎自然休講
授業開始後30分経過して担当教員が来室しないときは「自然休講」になります。
自然休講も補講対象となります。

補講 休講した授業については、別途補講授業を行います。
補講日については、ポータルシステムにてお知らせします。

◎気象警報および交通機関運行停止による休講
①気象警報、土砂災害警戒情報による休講
基準時刻において次の１）～２）のいずれかに当てはまる場合は休講となり、授業や試験
は行いません。 警報が解除された場合は、次のとおり授業や試験を行います。
１）大阪府下のいずれかの地域または兵庫県（阪神地域）に「暴風警報」、「暴風雪警報」、「特
別警報（大雨、暴風、高潮、波浪、暴風雪、大雪）」が発令されたとき。

２）大東市に土砂災害警戒情報レベル4以上が発令されたとき。

②交通機関の運行停止による休講
基準時刻において次の３）～４）のいずれかに当てはまる場合は休講となり、授業や試験
は行いません。 交通機関が運行を再開した場合は、次のとおり授業や試験を行います。
３）西日本旅客鉄道（JR西日本）「片町線」（学研都市線／京橋～松井山手間）の一部または
全部が始発から継続して運行を停止しているとき。

４）大阪市高速電気軌道（Osaka Metro）「中央線」・近畿日本鉄道「けいはんな線」（本町～
生駒間）および近畿日本鉄道「奈良線」の2交通機関が同時に始発から継続して運行を
停止しているとき。

③その他の事態による休講
特別の事態が発生するおそれがあるとき、または授業や試験中に発生したとき、授業や試験
を中止して休講とすることがあります。

対象の交通機関が…
運行を再開

始発から継続して運行を停止
運行を再開

始発から継続して運行を停止
運行を再開

始発から継続して運行を停止

6時限
授業実施
午後3時判断
授業実施
午後3時判断
授業実施
休講

基準時刻

午前6時30分

午前10時

午後3時

5時限
授業実施

授業実施
休講
休講
休講

4時限
授業実施

午前10時判断
授業実施
休講
休講
休講

3時限
授業実施

授業実施
休講
休講
休講

2時限
授業実施
休講
休講
休講
休講
休講

1時限
授業実施
休講
休講
休講
休講
休講

対象の警報等が…
解除された
発令中
解除された
発令中
解除された
発令中

6時限
授業実施
午後3時判断
授業実施
午後3時判断
授業実施
休講

基準時刻

午前6時30分

午前10時

午後3時

5時限
授業実施

授業実施
休講

4時限
授業実施

午前10時判断
授業実施
休講

午前10時判断
午前10時判断

3時限
授業実施

授業実施
休講

2時限
授業実施
休講

1時限
授業実施
休講
午前6時30分判断
午前6時30分判断
午前6時30分判断
午前6時30分判断

※１）、２）の警報が授業や試験中に発令された場合、授業や試験を中止して休講とすることがあります。
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講義時間割 講義時間割は毎年作成されます。
年度によりカリキュラム表と異なる学期（前期・後期）で開講される場合や、開講されな
い場合がありますので、履修申請をする際には講義時間割表および時間割修正情報を
確認するようにしてください。

時間割修正情報、もしくはポータルシステム＞教室・教員変更照会よりご確認ください。

集中講義 各授業科目の講義は通常、前期・後期・通年の授業形態で行われます。しかし、授業科目担
当者を学外から招く等の理由で、長期休暇期間等を利用して行う集中講義があります。
日程についてはポータルシステム・WebClassでお知らせします。

海外研修 言語文化科目分野の単位が修得できる海外研修科目があります。参加希望者は３月下旬
に実施される語学研修ガイダンスに参加してください。なお、海外研修に参加する場合
は、履修申請期間に必ず登録してください。詳しくは学生課にご相談ください。

既修得単位
の認定

入学前の既修得単位の認定とは、本学に入学する前に他の大学・短期大学において修得
した単位、あるいは高等専門学校・その他文部科学大臣が別に定める教育機関（専修学校
等）での学修について、最大60単位まで本学で修得した単位として認める制度です。認定
を希望する場合は、下記の内容で取り扱います。受付期間を過ぎてからの申請は認めら
れませんので注意してください。
専門学校の場合は、修了時に「専門士」の資格を修得していることが条件です。

①受付期間……2026年４月1日（水）～2026年４月8日（水）
②受付場所……教務課窓口
③必要書類……１）当該学校が発行する成績証明書または単位修得証明書

　（各科目の単位数および配当時間数が記載されていること）
２）当該学校の学生便覧、シラバス等（カリキュラムがわかるもの）

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

レポート 授業担当教員から、レポートを提出するよう指示があった場合は、次の点に注意してく
ださい。

し記明を名氏、号番籍学、名員教、名目科、科学 ・　
た表紙をつけてください。

くてじ綴で等スキチッホ、は合場の上以枚２ ・　
ださい。

くてっ従にれそは合場たっあが示指らか員教 ・
ださい。

るす」入投にXOBトーポレ「らか員教当担業授 ・　
旨の指示があった場合は、指定されたレポート
BOXに入れてください。（BOXは14号館１階
および各学部・学科事務室にあります。）

。んせまれらめ認は加追や正訂の後出提 ・　
がとこるけ付け受切一とるぎ過を日切締出提 ・　

できません。
 。すまりあも業授す課をトーポレにりわ代の験試期定 ・　

授業に出席して情報を得るようにしてください。

（表紙記入例）
――― ―――

学科名 ○○○○
科目名 ○○○○
担当教員 ○○○○先生
レポート課題 ○○○○
学籍番号 ○○○○○○
氏名 ○○○○

※講義時間割および時間割修正情報は、Web履修申請支援メニュー＞講義時間割および

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY

授業（休講・補講・欠席　等）
休講 ◎担当教員の都合による休講

担当教員の都合により授業ができない場合はポータルシステムで案内します。
体調不良等やむを得ない事情により授業開始直前の連絡となる場合もあります。

◎自然休講
授業開始後30分経過して担当教員が来室しないときは「自然休講」になります。
自然休講も補講対象となります。

補講 休講した授業については、別途補講授業を行います。
補講日については、ポータルシステムにてお知らせします。
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◎気象警報および交通機関運行停止による休講
①気象警報、土砂災害警戒情報による休講
基準時刻において次の１）～２）のいずれかに当てはまる場合は休講となり、授業や試験
は行いません。 警報が解除された場合は、次のとおり授業や試験を行います。
１）大阪府下のいずれかの地域または兵庫県（阪神地域）に「暴風警報」、「暴風雪警報」、「特
別警報（大雨、暴風、高潮、波浪、暴風雪、大雪）」が発令されたとき。

２）大東市に土砂災害警戒情報レベル4以上が発令されたとき。

②交通機関の運行停止による休講
基準時刻において次の３）～４）のいずれかに当てはまる場合は休講となり、授業や試験
は行いません。交通機関が運行を再開した場合は、次のとおり授業や試験を行います。
３）西日本旅客鉄道（JR西日本）「片町線」（学研都市線／京橋～松井山手間）の一部または
全部が始発から継続して運行を停止しているとき。

４）大阪市高速電気軌道（Osaka Metro）「中央線」・近畿日本鉄道「けいはんな線」（本町～
生駒間）および近畿日本鉄道「奈良線」の2交通機関が同時に始発から継続して運行を
停止しているとき。

③その他の事態による休講
特別の事態が発生するおそれがあるとき、または授業や試験中に発生したとき、授業や試験
を中止して休講とすることがあります。

対象の交通機関が…
運行を再開

始発から継続して運行を停止
運行を再開

始発から継続して運行を停止
運行を再開

始発から継続して運行を停止

6時限
授業実施
午後3時判断
授業実施
午後3時判断
授業実施
休講

基準時刻

午前6時30分

午前10時

午後3時

5時限
授業実施

授業実施
休講
休講
休講

4時限
授業実施

午前10時判断
授業実施
休講
休講
休講

3時限
授業実施

授業実施
休講
休講
休講

2時限
授業実施
休講
休講
休講
休講
休講

1時限
授業実施
休講
休講
休講
休講
休講

対象の警報等が…
解除された
発令中
解除された
発令中
解除された
発令中

6時限
授業実施
午後3時判断
授業実施
午後3時判断
授業実施
休講

基準時刻

午前6時30分

午前10時

午後3時

5時限
授業実施

授業実施
休講

4時限
授業実施

午前10時判断
授業実施
休講

午前10時判断
午前10時判断

3時限
授業実施

授業実施
休講

2時限
授業実施
休講

1時限
授業実施
休講
午前6時30分判断
午前6時30分判断
午前6時30分判断
午前6時30分判断

※１）、２）の警報が授業や試験中に発令された場合、授業や試験を中止して休講とすることがあります。
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授業の欠席 ＜「欠席届（一般用）」の手続きの流れ＞
●発行対象は、原則P22（国際学科・スポーツ健康学科はP21）の追試験－受験該当者イ）とホ）
に準じるものとします。
欠席した期間が明記された公的な証明書（疾病に関する場合は診断書、親族の葬儀の場合は①
日時や場所が分かる会葬礼状など）を持って教務課にお越しください。
②「欠席届（一般用）」を記入してください。

。いさだくてし示提を」）用般一（届席欠「、に員教当担の目科たし席欠、後付受課務教③
④提示終了後に「欠席届（一般用）」を教務課に返却してください。
原則として教務課では、授業欠席の電話連絡は受け付けていません。
後日、教務課にお越しいただき、手続きをしてください。ただし、感染症のおそれ、事件・事故
等があったときは、教務課または学生課まで電話連絡してください。
学校認定活動に伴う欠席届（P5）の手続きについては、申請窓口の指示に従ってください。
就職活動で授業を欠席する場合、欠席届の発行は行っておりません。

注意事項 さい。だくてしにうよいなしも退早や刻遅。いさだくてけが心うよるす席出ず必はに業授 ①
②授業中の私語は控えてください。授業の妨げにならないようにしてください。

ないでください。ただし、出席情報の送信、診断書等により特別に許可された者は除く。
③授業中に教員の指示なくスマートフォン等の電子機器を使用（板書等の撮影を含む）し

21
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定期試験に関する注意事項
●授業時間割と異なる曜日・時限で試験を実施する場合があります。
●他曜日・他時限のクラスと合同で試験を実施する場合があります。
●受験者数の関係で、教室を分けて試験を実施する場合があります。
●試験時間割発表後にも実施日・教室等が変更される可能性があります。

上、試験科目・試験日時を確認してください。
てれさ講開来本が目科のそ、は生学るいてし修履を目科の科学他部学他で等れ入り乗や目科由自●

いる学部・学科の試験時間割を確認の上、受験してください。
。）んせまきで験受は者いなの証生学（いさだくてい置に上机の側路通を証生学、はで場験試・

　・学生証を忘れたときは、本館１階教務課前のパピルスメイトにて「試験用臨時学生証」を発行後、
試験会場に入室してください。「試験用臨時学生証」の発行手数料は500円です。
「試験用臨時学生証」は当日のみ有効とし、当日の試験終了後直ちに教務課に返却してくださ
い。

●試験開始後30分以上遅刻した者は受験できません。
●試験中に不正行為を行った者には退場を命じ、以下の通り処分します。

がわない者、受験態度が悪い者など。）
　◎不正行為を行った者……当該試験期間中の試験をすべて無効とします。

程
規
学
修

　単位認定に係わる試験（以下「試験」という。）を受験しようとする者は、試験場において、次の各号
に定める事項（以下「注意義務」という。）を守らなければならない。
（1）試験場においては、監督者の指示にしたがわなければならない。
（2）試験開始後30分以上遅刻した者は試験場に入ることができない。

とがこるす験受は者いなし持所を証生学。いならなばれけなか置に上机を証生学、は際の験受）3（
できない。

照のと証生学に者督監、し記明でンペルーボはたまンペを名氏びよお号番籍学、はに紙用案答）4（
合を受けなければならない。

ならなばれけなか置に所場るす定指が者督監、は品帯携てべす、き除をのもたれさ可許に特）5（
い。

験試、し出提に所場るす定指が者督監、てべすは類紙用の他のそびよお紙用案答たけ受を布配）6（
場外に持ち出してはならない。

程
規
学
修

案答びよお証生学、しなみと者為行正不、は者たっ行を為行のかれいずの号各の次、てし際に験試.1
を取り上げて退場を命じる。
（1）前条の注意義務に抵触する行為
（2）許可されたもの以外を見ること
（3）他人の不正行為を助けること
（4）不正行為を目的とするものを保持すること
（5）不正行為に係わる物的証拠を故意に隠蔽すること
（6）その他不正行為とみなされること
２.不正行為を行った者に対しては、次の各号にしたがって処分を行う。
（1）前項１号の不正行為を行った者は、当該科目の試験を無効とする。
（2）前項２号から６号の不正行為を行った者は、当該試験期間中の試験を無効とする。

。るすと分処戒懲ていづ基に条84第則学、はてし対に者な質悪に特どなす返り繰を為行正不）3（

●旧カリキュラム適用の学生で科目の読み替えのある学生は、Webシラバス（授業計画書）を参照の

◎注意義務に抵触する行為を行った者…当該科目の試験を無効とします。（監督者の指示にした
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授業料（等）を納めなかった
延納申請を行わなかった

「授業料（等）延納願」
「授業料（等）納入および除籍猶予願」

28

授業料（等）の納入について
授業料、教育環境充実費（以下「授業料（等）」という。）は前期と後期に分け、それぞれ年額の２分の１を
納入していただきます。
また、諸会費（学会費・自治会費・校友会費・後援会費・学生健康保険組合費）は入学時から８回（編入生は
４回）に分けて、授業料（等）の納入時に併せて納入していただきます。
なお、１年分をその年の最初の納入期限までに一括して納入することができます。
詳しくは、本館９階財務課窓口にお問い合わせください。
一旦納入された授業料（等）は、返還いたしません。

納入期限 前期 後期
授業料（等）納入期限 ４月20日 10月15日
注）納入最終日が銀行の休業日にあたる場合は、その翌営業日を納入期限とします。
※休学願・退学願の手続き期限も同様です。

■納入期限までに延納申請 ( ) の提出を行った場合

前期： ４月20日
後期：10月15日

納入期限
前期： ６月20日
後期：12月15日

延納期限
前期：７月20日
後期：１月15日

納入および除籍猶予期限

前期は６月20日、後期は12月15日を過ぎて
納入する場合は、納入および除籍猶予手数料
2,000円が加算されます。

■納入期限までに ( ) 場合

前期： ４月20日
後期：10月15日

納入期限

除籍

前期： ５月20日
後期：11月15日

除籍取消期限

未納者、未手続者の
除籍確定

前期： ６月20日
後期：12月15日

納入猶予期限
前期：７月20日
後期：１月15日

納入および除籍猶予期限

納入期限の翌日から１ヵ月以内に限り、下記のいずれ
かの手続きにより除籍を取り消すことができます。
ただし、いずれの手続きにも除籍取消料5,000円が加
算されます。
・授業料（等）を納める場合
　授業料（等）を納入するとともに「除籍取消願」を提出

・授業料（等）の納入猶予を願い出る場合
　「除籍取消願」
　「授業料（等）納入猶予願」
　「授業料（等）納入および除籍猶予願」}を提出

前期は６月20日、後期は
12月15日を過ぎて納入す
る場合は、納入および除籍
猶予手数料2,000円が加算
されます。

OSAKA SANGYO UNIVERS ITY
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振込依頼書 ◎納入方法・金額については、授業料等振込依頼書に記載しています。
※金額については、大阪産業大学学則、別表第３に記載しています。
　（在学年数が４年を超える学生および２年を超える編入生についても記載）

◎送付時期
前期は３月下旬、後期は９月上旬に保護者宅へ送付します。

。いさだくせわ合い問おへ課務財階９館本、合場たし失紛はたま合場いなれさ付送 ※

30
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◎次のような場合は、まず教務課までお問い合わせください。
業授たれさ入納に時学入、は合場るす学休にぐす後学入が）む含生入編新（生入新．１

料（等）は、休学期間終了後、復学時の授業料（等）に充当しますので、いかなる場合
も一切返還いたしません。また、その上で、休学期間に応じた在籍料納付が必要で
す。

のとご度年、はていつに合場な要必が学休期長ぐたまを度年りよに役兵、で生学留．２
休学願の提出と、全休学期間分の在籍料納付を一度にまとめて行ってください。

復学 ◎休学期間を満了すると、翌日(学期)から手続不要で自動的に復学となりますので、復
学前（休学中）に、復学する学期の履修申請や学費納入等、手続きを期間内に行ってくだ
　さい。
◎休学期間途中に復学する場合には、「復学願」を教務課に提出し、当該学期の授業料（等）
　を全額納入しなければなりませんが、当該学期の在籍料は返還します。

退学 病気等やむを得ない理由で退学しようとするときは、「退学願」と学生証（返還のため）を
教務課経由で学長に提出し、教授会の議を経て、学長の許可を受けなければなりません。

前期 後期
提出期限 ４月20日 10月15日

の行銀が日終最入納、しだた。すで日同と限期入納の）等（料業授、は限期出提の願学退※

※「退学願」には、本人および保護者（保証人）の自筆の記入欄があります。

休業日にあたる場合は、その翌営業日を納入期限としますので、退学願の提出期限も
同様となります。

提出書類等 退学願、学生証（返却）
提出前に必ず教務課にご相談ください。

月9（期後、合場たし学退に中途の）日02月9らか日1月4（期前に中）間年1（学休年通※
21日から3月31日）休学分の在籍料は返還します。

出い願を学退に中学休、がすで日13月3期後はたま日02月9期前、は日了満間期学休※
た場合、事情に応じて、願い出日を退学日とすることができます。ただし、学期（休学期
間）を遡って退学することはできません。

除籍 学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、除籍となります。
（１）授業料（等）について、納入期限を超えても納めないとき
（２）長期に渡って欠席し、または病気その他の理由で成業の見込みのないと認めたとき

２の）年４は部学（限年業修が間期学在、き除を間期学休、ていおに科学一同の部学）３（
倍を超えたとき

（４）死亡したとき

再入学 除籍または退学した学生が再入学を希望するときは、再入学試験に合格し、合格手続期
間内に再入学金ならびに再入学する学期の授業料（等）を納入しなければなりません。
再入学時の授業料（等）については、延納申請ができませんのでご注意ください。
なお、再入学試験の受験資格は、出願時に退学後３年を超えない者、除籍後３年を超えな
い者となっています。
再入学者が再入学後に再び退学し、または除籍となったときは、その後の再入学を認めません。

まりあがとこるめ認を出願の学入再もてえ超を年３、はていつに者るあが由理な別特※
す。また、再入学の試験その他に関しては、教務課にご相談ください。

各種届出用紙は教務課窓口で受け取るか、以下の通り大阪産業大学Webサイトよりダウンロードが可能
です。
大阪産業大学Webサイトトップページ＞MENU＞在学生の方＞教務課＞各種届出・証明書（在学生向け）

◎次のような場合は、まず教務課までお問い合わせください。
業授たれさ入納に時学入、は合場るす学休にぐす後学入が）む含生入編新（生入新．１

料（等）は、休学期間終了後、復学時の授業料（等）に充当しますので、いかなる場合
も一切返還いたしません。また、その上で、休学期間に応じた在籍料納付が必要で
す。

のとご度年、はていつに合場な要必が学休期長ぐたまを度年りよに役兵、で生学留．２
休学願の提出と、全休学期間分の在籍料納付を一度にまとめて行ってください。

復学 休学期間を満了すると、翌日(学期)から自動的に復学となりますので、復学前（休学中）
に、復学する学期の履修申請等、手続きを期間内に行ってください。
なお、休学期間途中に復学する場合には、「復学願」を教務課に提出し、当該学期の授業料
（等）を全額納入しなければなりませんが、当該学期の在籍料は返還します。
病気、ケガのため休学したときは、修学に差し支えない旨の医師の診断書が必要です。
手続きについては教務課にご相談ください。

退学 病気その他やむを得ない理由で退学しようとするときは、「退学願」と学生証（返還のた
め）を教務課経由で学長に提出し、教授会の議を経て、学長の許可を受けなければなりま
せん。

前期 後期
提出期限 ４月20日 10月15日

の行銀が日終最入納、しだた。すで日同と限期入納の）等（料業授、は限期出提の願学退※
休業日にあたる場合は、その翌営業日を納入期限としますので、退学願の提出期限も
同様となります。

提出書類等 退学願、学生証（返却）
提出前に必ず教務課にご相談ください。

月9（期後、合場たし学退に中途の）日02月9らか日1月4（期前に中）間年1（学休年通※
21日から3月31日）休学分の在籍料は返還します。

出い願を学退に中学休、がすで日13月3期後はたま日02月9期前、は日了満間期学休※
た場合、事情に応じて、願い出日を退学日とすることができます。ただし、学期（休学期
間）を遡って退学することはできません。

除籍 学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、除籍となります。
（１）授業料（等）について、納入期限を超えても納めないとき
（２）長期に渡って欠席し、または病気その他の理由で成業の見込みのないと認めたとき

２の）年４は部学（限年業修が間期学在、き除を間期学休、ていおに科学一同の部学）３（
倍を超えたとき

　　※経済学部においては、学科配属前の期間を含みます。
（４）死亡したとき

再入学 除籍または退学した学生が再入学を希望するときは、再入学試験に合格し、合格手続期
間内に再入学金ならびに再入学する学期の授業料（等）を納入しなければなりません。
再入学時の授業料（等）については、延納申請ができませんのでご注意ください。
なお、再入学試験の受験資格は、出願時に退学後３年を超えない者、除籍取消期間満了後
３年を超えない者となっています。

まりあがとこるめ認を出願の学入再もてえ超を年３、はていつに者るあが由理な別特※
す。また、再入学の試験その他に関しては、教務課にご相談ください。
※学生健康保険互助組合に加入する場合は、任意加入申込みが必要です。

各種届出用紙は教務課窓口での受け取りまたは以下の通り大阪産業大学Webサイトよりダウンロードが
可能です。
大阪産業大学Webサイトトップページ＞キャンパスライフ＞証明書・各種届出＞各種届出・証明書（在学生
向け）

-21-



1 学則・奨学関係（114 大阪産業大学大学院学則） 

114-1 
 

○大阪産業大学大学院学則 

昭和63年３月23日 

規程第114号 

改正 平成28年２月29日 

平成30年３月19日 

平成31年３月15日 

令和２年３月16日 

令和３年４月30日 

令和４年４月１日 

令和４年８月29日 

令和５年２月24日 

令和５年３月23日 

令和５年４月21日 

令和５年７月13日 

令和５年10月23日 

令和６年４月24日 

令和７年３月25日 

令和７年７月22日 

令和８年３月24日 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 大阪産業大学大学院（以下「本大学院」という。）は、学術の理論およびその応用

を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展に寄与することを目的とする。 

（研究科） 

第２条 本大学院に人間環境学研究科、経営・流通学研究科、経済学研究科および工学研究

科（以下「研究科」という。）を置く。 

（課程） 

第３条 本大学院に博士課程を置く。 

２ 博士課程は、これを前期２年の課程（以下「博士前期課程」という。）および後期３年

の課程（以下「博士後期課程」という。）に区分し、博士前期課程は、これを修士課程と

して取り扱うものとする。 
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３ 博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力また

は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うものとする。 

４ 博士後期課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い、またはその

他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力およびその基礎となる豊か

な学識を養うものとする。 

（専攻） 

第４条 研究科に次の専攻を置く。 

区分 専攻名 

博士前期課程 博士後期課程 

人間環境学研究科 人間環境学専攻 人間環境学専攻 

経営・流通学研究科 経営・流通専攻 経営・流通専攻 

経済学研究科 現代経済システム専攻 

アジア地域経済専攻 

アジア地域経済専攻 

工学研究科 機械工学専攻 

交通機械工学専攻 

都市創造工学専攻 

電気電子情報工学専攻 

情報システム工学専攻 

環境デザイン専攻 

生産システム工学専攻 

環境開発工学専攻 

２ 人間環境学研究科、経営・流通学研究科および経済学研究科においては、教育上特別の

必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間において授業又は研究指導を行

う等の適当な方法により教育を行う。 

（修業年限） 

第５条 博士課程の標準修業年限は５年とし、博士前期課程の修業年限は２年、博士後期課

程の修業年限は３年とする。 

（在学年数の制限） 

第６条 博士前期課程の在学年数は４年、博士後期課程の在学年数は６年を超えることがで

きない。 
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（収容定員） 

第７条 本大学院の収容定員は、次のとおりとする。 

区分 専攻名 博士前期課程 博士後期課程 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

人間環境学研究科 人間環境学専攻 10名 20名 3名 9名 

経営・流通学研究科 経営・流通専攻 15名 30名 5名 15名 

経済学研究科 現代経済システム専

攻 

15名 30名 ― ― 

アジア地域経済専攻 10名 20名 3名 9名 

工学研究科 機械工学専攻 10名 20名 ― ― 

交通機械工学専攻 10名 20名 ― ― 

都市創造工学専攻 10名 20名 ― ― 

電気電子情報工学専

攻 

10名 20名 ― ― 

情報システム工学専

攻 

10名 20名 ― ― 

環境デザイン専攻 10名 20名 ― ― 

生産システム工学専

攻 

― ― 4名 12名 

環境開発工学専攻 ― ― 2名 6名 

計 110名 220名 17名 51名 

第２章 学年、学期および休業日 

（学年） 

第８条 学年は入学の時期により、次のとおりとする。 

春入学の学年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる 

秋入学の学年９月21日に始まり翌年９月20日に終わる 

（学期） 

第８条の２ 学年を次の２期に分ける。 

春学期 ４月１日から９月20日まで 

秋学期 ９月21日から翌年３月31日まで 
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（休業日） 

第８条の３ 休業日については、大阪産業大学学則（以下「大学学則」という。）第10条

の規定を準用する。 

第３章 教員組織 

（教員組織） 

第９条 本大学院に専攻に応じ、必要な教員を置く。 

第４章 入学等 

（入学の時期） 

第10条 入学の時期は、毎年２回学年の初めとする。 

春入学 ４月１日 

秋入学 ９月21日 

（入学資格） 

第11条 博士前期課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者に限る。 

(1) 大学を卒業した者 

(2) 外国において学校教育における16年の課程を修了した者 

(3) 文部科学大臣の指定した者 

(4) 大学に３年以上在学し、本大学院において、所定の単位を優れた成績をもって修得

したものと認めた者 

(5) 本大学院において、第１号の者と同等以上の学力があると認めた者 

２ 博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者に限る。 

(1) 修士の学位を有する者 

(2) 外国において修士の学位に相当する学位を得た者 

(3) 本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

（出願手続） 

第12条 入学を志望する者は、志願票その他別に定める書類に入学検定料を添えて、所定

の期間中に出願手続きをしなければならない。 

（入学者の選考） 

第13条 前条の志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

（入学手続きおよび入学許可） 

第14条 前条の選考の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、指定の期間中に別に定め

る学費を納入し、かつ、所定の書類を提出しなければならない。 
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２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

３ 前項により入学を許可されたものは、入学宣誓式に出席し、かつ、入学の宣誓をしなけ

ればならない。 

（保証人） 

第15条 保証人は、独立の生計を営む成年者２名とする。 

２ 保証人は、当該学生にかかる一切の事項につき連帯して責任を負わなければならない。 

３ 保証人が死亡などのため、その資格を失ったときは、新たに保証人を定め、誓約書・身

元保証書を提出しなければならない。 

（就学条件） 

第16条 本大学院に在学する間は、他の大学院、学部等に在学することを認めない。 

（外国人留学生） 

第17条 外国の国籍を有する者で、原則として大学院入学を目的として入国許可を受けて

入国し、本大学院に入学を志願する者があるときは、外国人留学生として入学を許可する

ことがある。 

２ その他外国人留学生については、別に定める大阪産業大学大学院外国人留学生規程によ

る。 

（短期外国人留学生） 

第17条の２ 前条第１項の定めにかかわらず、海外の大学との協定に基づき、当該大学の

大学院に在籍する学生について受け入れを要請された場合、または、海外の大学の大学院

に在籍する学生が本大学院への留学を志願し、在籍大学から推薦を受けた場合は、原則と

して１年以内の期間に限り、学長は短期外国人留学生として受け入れを許可することがで

きる。 

２ 短期外国人留学生の受け入れに関する規程は、別に定める。 

第５章 教育方法等 

（教育方法） 

第18条 本大学院の教育は、授業科目の授業および学位論文［博士前期課程における特定

の課題についての研究の成果およびそれによる作品（以下「修士作品」という。）を含む。］

の作成または課題研究等に対する指導（以下「研究指導」という。）によって行う。 

（授業科目および単位等） 

第19条 授業科目および単位等は、別表第１のとおりとする。 
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（単位の計算基準） 

第20条 授業科目の単位の計算については、大学学則第26条の規定を準用する。 

（研究指導および授業の担当） 

第21条 本大学院の研究指導および授業の担当は、大学院教員資格に該当する本大学教員

がこれにあたる。 

２ 必要により他の大学院教員または、その他の有資格者に授業の担当を依頼することがで

きる。 

３ 教育上有益と認めるときは、他の大学院または研究所等において、学生が必要な研究指

導を受けることを認めることができる。この場合にはあらかじめ当該他の大学院または研

究所等と本大学院の間で研究指導の範囲、期間その他実施上必要とされる具体的な措置に

ついて協議するものとする。ただし、当該研究指導を受ける期間は、１年を超えないもの

とする。 

４ 本大学院の学生に必要な研究指導および授業を担当する教員の任用等については、別に

定める。 

第６章 履修方法 

（修得単位） 

第22条 博士前期課程の修得単位数は、次のとおりとする。 

(1) 人間環境学研究科は、必修科目を含め30単位以上を修得しなければならない。 

(2) 経営・流通学研究科は、必修科目を含め30単位以上を修得しなければならない。 

(3) 経済学研究科は、必修科目を含め30単位以上を修得しなければならない。 

(4) 工学研究科は、必修科目を含め30単位以上を修得しなければならない。 

２ 博士後期課程の修得単位数は、次のとおりとする。 

(1) 人間環境学研究科は、人間環境学特殊研究18単位および特殊講義２単位の計20単位

を修得しなければならない。 

(2) 経営・流通学研究科は、研究演習18単位および特殊講義２単位以上の計20単位以上

を修得しなければならない。 

(3) 経済学研究科は、特殊研究18単位および特殊講義２単位以上の計20単位以上を修得

しなければならない。 

(4) 工学研究科は、特殊研究12単位および特殊講義２単位以上の計14単位以上を修得し

なければならない。 
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（履修方法） 

第23条 博士前期課程の履修ならびに修了要件単位の修得は、次による。 

(1) 人間環境学研究科 

イ 必修として人間環境学特論…２単位、フィールド／スタジオ研究１…４単位および

フィールド／スタジオ研究２…４単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻授業科目の中から20単位以上を修得すること。 

ハ 本大学院の他の研究科において履修した単位を、６単位を超えない範囲で当該専攻

における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

(2) 経営・流通学研究科 

イ 必修として演習１…４単位および演習２…４単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻の授業科目の中から22単位以上を修得すること。 

ハ 本大学院の他の研究科において履修した授業科目について修得した単位を、10単

位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履修により修得したものとみなす

ことができる。 

(3) 経済学研究科 

イ 必修として演習Ⅰ…４単位および演習Ⅱ…４単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻の授業科目の中から22単位以上を修得すること。 

ハ 当該研究科の博士前期課程にあっては、それぞれ他専攻において履修した授業科目

について修得した単位を、10単位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履

修により修得したものとみなすことができる。 

ニ 本大学院経営・流通学研究科博士前期課程において履修した授業科目について修得

した単位は、４単位を上限として、前ハにより当該専攻において修得したものとみな

す単位数と合わせて10単位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履修によ

り修得したものとみなすことができる。 

(4) 工学研究科（機械工学専攻） 

イ 必修としてゼミナール１…２単位、ゼミナール２…２単位、調査研究１…３単位お

よび調査研究２…３単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻の授業科目の中から20単位以上を修得すること。 

ハ 本大学院の当該研究科内の他の専攻および他の研究科において履修した授業科目

について修得した単位を、８単位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 
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(5) 工学研究科（交通機械工学専攻） 

イ 必修としてゼミナール１…２単位、ゼミナール２…２単位、調査研究１…３単位お

よび調査研究２…３単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻の授業科目の中から20単位以上を修得すること。 

ハ 本大学院の当該研究科内の他の専攻および他の研究科において履修した授業科目

について修得した単位を、８単位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

(6) 工学研究科（電気電子情報工学専攻） 

イ 必修としてゼミナール１…２単位、ゼミナール２…２単位、調査研究１…３単位お

よび調査研究２…３単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻の授業科目の中から20単位以上を修得すること。 

ハ 本大学院の当該研究科内の他の専攻および他の研究科において履修した授業科目

について修得した単位を、８単位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

(7) 工学研究科（都市創造工学専攻、情報システム工学専攻、環境デザイン専攻） 

イ 必修としてゼミナールⅠ…２単位、ゼミナールⅡ…２単位、調査研究Ⅰ…３単位お

よび調査研究Ⅱ…３単位を修得すること。 

ロ 前イのほか、当該専攻の授業科目の中から20単位以上を修得すること。 

ハ 本大学院の当該研究科内の他の専攻および他の研究科において履修した授業科目

について修得した単位を、８単位を超えない範囲で当該専攻における授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。 

２ 博士後期課程の履修ならびに修了要件単位の修得は、次による。 

(1) 人間環境学研究科 

イ 人間環境学特殊研究18単位および特殊講義２単位を修得すること。 

(2) 経営・流通学研究科 

イ 研究演習18単位および特殊講義２単位以上を修得すること。 

(3) 経済学研究科 

イ 特殊研究18単位および特殊講義２単位以上を修得すること。 

(4) 工学研究科 

イ 特殊研究12単位および特殊講義２単位以上を修得すること。 

ロ 特殊講義については、専攻の枠を越えて履修を可能とする。 
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（履修申請） 

第24条 学生は毎学年始めに、その年度に履修しようとする授業科目を指定の期日までに

指導教授の承認を受け、研究科長に申請しなければならない。 

（単位の授与） 

第25条 単位の授与については、大学学則第28条の規定を準用する。 

（成績の評価） 

第26条 成績の評価は、「A、B、C、D」をもって示し、「A、B、C」を合格とし「D」を

不合格とする。 

２ 成績評価については、以下のとおりとする。 

点数 評価 

100点～80点以上 A（優） 合格 

80点未満～70点以上 B（良） 

70点未満～60点以上 C（可） 

60点未満 D（不可） 不合格 

成績評価に至らない ＊ 

（他の大学院における修得単位の認定） 

第27条 本大学院は、教育研究上有益と認めるときは、学生が他の大学院（外国の大学院

および第38条に定める大学院を含む。）において履修した授業科目について修得した単

位を、研究科委員会の議を経て、15単位を超えない範囲で本大学院における授業科目の

履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項により修得したものとみなすことができる単位数について、本大学院の博士前期課

程にあっては、第23条に定める本大学院の他の研究科または他の専攻における授業科目

の履修により修得した単位と合わせて、15単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第27条の２ 本大学院は、教育研究上有益と認めるときは、学生が本大学院に入学する前

に大学院において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した

単位を含む。）を、研究科委員会の議を経て、前条により修得したものとみなすことので

きる単位とは別に、15単位を超えない範囲で修了要件に算入することができる。 

２ 前項により修得したものとみなすことができる単位数について、本大学院の博士前期課

程にあっては、第27条に定める他の大学院（外国の大学院および第38条に定める大学院

を含む。）または本大学院の他の研究科もしくは他の専攻における授業科目の履修により
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修得した単位と合わせて、20単位を超えないものとする。 

第７章 課程の修了要件 

（課程の修了要件） 

第28条 博士前期課程の修了の要件は、大学院に２年以上在学し、所定の単位を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査および最終試験に合格することとする。 

２ 第１項の場合において、環境デザイン専攻博士前期課程にあっては、修士作品の審査を

もって修士論文の審査に代えることができる。 

３ 前項の規定にかかわらず、優れた業績を上げた者については、大学院に１年以上在学す

れば足りるものとする。 

４ 第１項の規定にかかわらず、入学前に修得した単位を本大学院において修得したものと

みなす場合であって、当該単位の修得により本大学院の教育課程の一部を履修したと認め

るときは、当該単位数、その修得に要した期間その他を勘案し、１年を超えない範囲で本

大学院が定める期間在学したものとみなすことができる。 

第28条の２ 博士課程の修了の要件は、大学院に５年（博士前期課程に２年以上在学し、

当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学

し、所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士の学位論文の審査お

よび最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上

げた者については、大学院に３年（博士前期課程に２年以上在学し、当該課程を修了した

者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものと

する。 

２ 前項の規定にかかわらず、大学院設置基準第３条第３項の規定により標準修業年限を１

年以上２年未満とした博士前期課程を修了した者または前条第３項もしくは第４項の規

定による在学期間をもって博士前期課程を修了した者の博士課程の修了の要件について

は、大学院に博士前期課程における在学期間に３年を加えた期間以上在学し、所定の単位

を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士の学位論文の審査および最終試験に

合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者について

は、大学院に３年（博士前期課程における在学期間を含む。）以上在学すれば足りるもの

とする。 

３ 第１項および前項の規定にかかわらず、大学院への入学資格に関し修士の学位を有する

者と同等以上の学力があると認められた者が、博士後期課程に入学した場合の博士課程の

修了の要件は、大学院に３年以上在学し、必要な研究指導を受けたうえ、博士の学位論文
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の審査および最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究

業績を上げた者については、大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

第８章 学位の授与 

（学位の授与） 

第29条 第28条により本大学院博士前期課程を修了した者には、修士の学位を、前条によ

り博士後期課程を修了した者には、博士の学位を当該研究科委員会の議を経て、学長がこ

れを授与する。 

２ 前項に定めるもののほか、博士の学位を得るための審査を請求した者については、本大

学院（人間環境学研究科、経営・流通学研究科、経済学研究科および工学研究科）の行う

博士論文の審査および試験に合格し、かつ、本大学院の博士後期課程を修了した者と同等

以上の学力を有する者と確認されたとき、博士の学位を授与する。 

（学位規程） 

第30条 学位および学位の授与については、本大学院の学則（以下「学則」という。）の

ほか、別に定める大学院学位規程による。 

第９章 休学、退学、除籍および復学 

（休学） 

第31条 病気その他やむを得ない理由により長期にわたり欠席しようとするときは、所定

の休学願に理由を証明する書類を添えて、願い出て休学することができる。 

（休学処置） 

第32条 病気のため修学に適しないと認めた者については、当該研究科委員会の議を経て、

休学を命ずることができる。 

（休学期間） 

第33条 休学の期間は、原則として当該学年の末までとする。ただし、特別の理由がある

と認めた者については、引き続き更に１年の休学を許可することがある。 

２ 休学期間は、在学年数に算入しない。 

３ 休学中の学費は、別に定める大学院学費納入規程による。 

（休学期間の制限） 

第34条 休学期間は、博士前期課程は通算して２年、博士後期課程は通算して３年をそれ

ぞれ超えることはできない。 

（退学） 

第35条 病気その他の理由により退学しようとするときは、所定の退学願を提出して、学
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長の許可を得なければならない。 

２ 前項により退学した者、学費未納により除籍された者および博士後期課程を単位取得退

学した者が、再入学を願い出たときは、研究科委員会の議を経て学長がこれを許可するこ

とができる。ただし、博士後期課程にあっては退学後、６年以内に再入学を願い出るもの

とする。 

３ 博士後期課程を単位取得退学した者が、学位論文審査を受けるために再入学する場合は、

再入学金、授業料および教育環境充実費を免除し、別に定める審査料を納めるものとする。 

（除籍） 

第36条 学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、除籍する。 

(1) 学費を納入期限を超えても納めないとき 

(2) 長期にわたって欠席し、または病気その他の理由で成業の見込みのないと認めたと

き 

(3) 在学期間が、同一専攻科において、休学期間を除き、第６条に定める期間を超えた

とき 

(4) 死亡したとき 

２ 前項第１号によって除籍された者は、納入期限の翌日から１ヵ月以内に限り、除籍の取

り消しを願い出ることができる。ただし、特別の事情により、納入が困難な場合には、願

い出によって、さらに１ヵ月の猶予期間を認める。 

（復学） 

第37条 休学期間の途中で休学理由が消滅したときは、所定の手続きをとり、研究科委員

会の議を経て、学長の許可を受け、復学することができる。 

２ 復学者の修学条件は、その者が入学した年度のものを適用する。 

３ 学期の途中で復学した者にたいしては、その学期の授業料および教育環境充実費は全額

徴収する。 

（留学の取扱い） 

第38条 学生が、協定または認定する外国の大学院に留学を希望するときは、研究科委員

会の議を経て、これを許可することができる。 

２ 当該留学期間のうち、研究指導を受けた期間は、修業年限に算入することができる。た

だし、当該研究指導を受ける期間は、１年を超えないものとする。 

３ 留学に関する規程は、別に定める。 

第10章 賞罰 

-33-



1 学則・奨学関係（114 大阪産業大学大学院学則） 

114-13 
 

（表彰） 

第39条 学生として表彰に値する行為があった者は、当該研究科委員会の議を経て、学長

が表彰することができる。 

（懲戒） 

第40条 学則もしくは諸規程に違反し、または学生としての本分に反する行為をした者は、

当該研究科委員会の議に基づき懲戒する。 

２ 懲戒は、譴責、停学および放学とする。 

３ 放学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込がないと認められた者 

(2) 正当な理由がなくして出席が常でない者 

(3) 本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

第11章 教育職員免許状 

（教育職員免許状） 

第41条 教育職員免許法・同法施行規則に基づき本大学院において取得できる免許状の種

類は、次のとおりとする。 

免許状の種類 免許教科 取得可能な研究科 

中学校教諭専修免許状 社会 経済学研究科 現代経済システム専攻 博士前期課程 

経済学研究科 アジア地域経済専攻 博士前期課程 高等学校教諭専修免許

状 

公民 

工業 工学研究科 機械工学専攻 博士前期課程 

工学研究科 交通機械工学専攻 博士前期課程 

工学研究科 都市創造工学専攻 博士前期課程 

工学研究科 電気電子情報工学専攻 博士前期課程 

情報 工学研究科 情報システム工学専攻 博士前期課程 

工業 工学研究科 環境デザイン専攻 博士前期課程 

商業 経営・流通学研究科 経営・流通専攻 博士前期課程 

２ 前項の免許状を取得するための資格および履修方法については、別に定める。 

第12章 学費および学費以外の費用 

（学費） 

第42条 学費は、入学金、授業料、教育環境充実費、審査料、科目等履修料および研究料

ならびに在籍料とし、その額は別に定める。 

２ 学費は、所定の期日までに納入しなければならない。 
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３ 学費の納入については、別に定める大学院学費納入規程による。 

（手数料） 

第43条 入学検定料およびその他の手数料については、別に定める。 

（既納の学費および手数料） 

第44条 既に納入した学費および手数料は、事情の如何にかかわらず返戻しない。 

第13章 運営組織 

（研究科委員会） 

第45条 本大学院に人間環境学研究科委員会、経営・流通学研究科委員会、経済学研究科

委員会および工学研究科委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会の組織は、別に定める委員会規程による。 

（審議事項） 

第46条 委員会は、教育研究に関する次の事項を審議する。 

(1) 学則に関すること。 

(2) 諸規程の制定および改廃に関すること。 

(3) 教員の人事に関すること。 

(4) 授業科目および研究指導の担当に関すること。 

(5) 学生の入学、復学、休学、除籍、退学、留学および修了ならびに賞罰に関すること。 

(6) 学位の授与に関すること。 

(7) 学長より諮問された事項 

(8) その他重要な事項 

２ 委員会は、前項第３号から第７号の事項について、審議を経て学長に意見を述べるもの

とする。 

（研究科長） 

第47条 本大学院の研究科に研究科長を置く。 

２ 研究科長は、博士後期課程専攻担当教員より選出する。 

３ 研究科長は、当該研究科委員会を招集し、その議長となる。 

４ 研究科長は、当該研究科委員会の定めた方針に基づいて、研究科の運営に当たる。 

第14章 科目等履修生および研究生 

（科目等履修生） 

第48条 本大学院において特定の授業科目を履修し単位を修得しようとする者があるとき

は、当該研究科委員会の議を経て、科目等履修生として許可することができる。 
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２ 科目等履修生が履修した授業科目の単位の授与については、大学学則第28条の規定を

準用する。 

３ 科目等履修生に関する内規は、別に定める。 

（研究生） 

第49条 本大学院で、特定の研究課題について研究を希望する者があるときは、本大学院

生の研究に支障のない限り当該研究科委員会において、研究生としてこれを許可すること

ができる。 

２ 研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者で、当該研究科相当の学力を有

すると当該研究科委員会が認めた者とする。 

３ 研究生に関する内規は、別に定める。 

第15章 学生研究室 

（学生研究室） 

第50条 本大学院に学生研究室を設ける。 

第16章 付属施設および厚生施設 

（施設、設備の供用） 

第51条 本学園および本大学学部の施設、設備は、必要に応じて本大学院学生の研究達成

のために供することができる。 

第17章 事務組織 

（事務組織） 

第52条 本大学院の事務の処理は、大学院事務室をもって行う。 

第18章 その他 

（諸規程の準用） 

第53条 学則に定めるほか、大学学則およびその他の諸規程を準用する。 

（施行細則） 

第54条 学則施行に必要な細則は、別に定める。 

第55条 この学則および本学が定めるその他諸規則（以下「本約款」という。）を、民法

第３編第２章第１節第５款で定める定型約款とみなす。 

２ 本約款は、民法第548条の４の規定により、変更することがある。 

３ 前項の規定により本約款を変更する場合には、本約款を変更する旨および変更後の本約

款の内容ならびにその効力発生時期を本学公式サイトに記載し、インターネットによる公

表の方法により周知する。 
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附 則 

（施行期日） 

この学則は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年２月29日） 

（施行期日） 

この学則は、平成28年４月１日から施行する。ただし、第８条および第10条は平成27年

９月１日に遡って適用する。 

附 則（平成30年３月19日） 

（施行期日） 

この学則は、平成30年４月１日から施行する。ただし、第８条および第10条は平成27年

９月１日に遡って適用する。 

附 則（平成31年３月15日） 

（施行期日） 

この学則は、平成31年４月１日から施行する。ただし、第８条および第10条は平成27年

９月１日に遡って適用する。 

附 則（令和２年３月16日） 

（施行期日） 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年４月30日） 

（施行期日） 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年４月１日） 

（施行期日） 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年８月29日） 

（施行期日） 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年２月24日） 

（施行期日） 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年３月23日） 
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（施行期日） 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年４月21日） 

（施行期日） 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年７月13日） 

（施行期日） 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年10月23日） 

（施行期日） 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。ただし、第23条(5)は令和５年４月１日に

遡って適用する。 

附 則（令和６年４月24日） 

（施行期日） 

この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年３月25日） 

（施行期日） 

この学則は、令和８年４月１日から施行する。 

附 則（令和７年７月22日） 

（施行期日） 

この学則は、令和７年７月22日から施行する。 

附 則（令和８年３月24日） 

（施行期日） 

この学則は、令和8年4月1日から施行する。ただし、第25条および第48条については、現

に在学する学生にも適用する。 
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別表第１ 教育課程表（大阪産業大学大学院学則） 

１ 人間環境学研究科 

(1) 人間環境学専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

環境政策特論 2  スポーツ・システム生理学特論 2  

環境都市計画特論 2  スポーツ心理学特論 2  

水質管理特論 2  スポーツ科学特論 2  

地球環境特論 2  スポーツ・運動医科学特論 2  

環境経営特論 2  環境生理学特論 2  

生態学特論 2  環境体力科学特論 2  

大気環境特論 2  環境健康科学特論 2  

文化環境特論（アジア） 2  環境システム解析学特論 2  

文化環境特論（日本） 2  生活環境学特論 2  

歴史環境特論 2  地域環境学特論 2  

保全生物学特論 2  人間環境学特論 ② 必修 

環境人類学特論 2  フィールド／スタジオ研究1 ④ 必修 

環境社会学特論 2  フィールド／スタジオ研究2 ④ 必修 

身体環境特論 2  修士論文   

※ 1） 講義単位数 50 

2） 総単位数 58 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、かつ修士論文の審査、および最終試験に合

格すること。 

 

-39-



1 学則・奨学関係（114 大阪産業大学大学院学則） 

114-19 
 

(2) 人間環境学専攻 博士後期課程 

授業科目 単位

数 

備考 

人間環境学特殊講義 2  

人間環境学特殊研究 18 

※ 1） 講義単位数 2 

2） 総単位数 20 

3） 修了 人間環境学特殊研究18単位および特殊講義2単位の計20単位を修得し、博

士論文に合格すること。 
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２ 経営・流通学研究科 

(1) 経営・流通専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

流通特論 2  経営管理特論 2  

流通史特論 2  財務管理特論 2  

マーケティング特論 2  国際経営特論 2  

製品政策特論 2  経営戦略特論 2  

消費者行動特論 2  人的資源管理特論 2  

マーケティング・リサーチ特論 2  経営倫理特論 2  

ロジスティクス特論 2  情報管理特論 2  

ロジスティクス管理特論 2  経営情報特論 2  

国際ロジスティクス特論 2  ビジネスデータサイエンス特

論 

2  

ロジスティクス実践特論 2  情報分析特論 2  

交通特論 2  ビジネス・エコノミックス特論 2  

国際交通特論 2  ファイナンス特論 2  

会計学特論 2  産業立地特論 2  

財務会計特論 2  地域創生特論 2  

国際会計特論 2  ビジネス英語1 1  

管理会計特論 2  ビジネス英語2 1  

監査特論 2  特別講義 2  

公監査特論 2  演習1 ④ 必修 

企業法特論 2  演習2 ④ 必修 

経営学特論 2  修士論文   

経営組織特論 2     

※ 1） 講義単位数 74 

2） 総単位数 82 

3） 修了 演習8単位を含め30単位以上を修得し、修士論文に合格すること。 
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(2) 経営・流通専攻 博士後期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

流通論特殊講義 2  経営財務論特殊講義 2  

ロジスティクス論特殊講義 2  会計学特殊講義 2  

交通論特殊講義 2  財務会計論特殊講義 2  

マーケティング論特殊講義 2  国際会計論特殊講義 2  

情報管理論特殊講義 2  監査論特殊講義 2  

経営学特殊講義 2  産業立地論特殊講義 2  

経営組織論特殊講義 2  地域創生特殊講義 2  

経営戦略論特殊講義 2  研究演習 18  

人的資源管理論特殊講義 2     

※ 1） 講義単位数 32 

2） 総単位数 50 

3） 修了 研究演習18単位および特殊講義2単位以上の計20単位以上を修得し、博

士論文に合格すること。 
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３ 経済学研究科 

(1) 現代経済システム専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

財政学特論 2  労働法特論 2  

地方財政特論 2  社会経済学特論 2  

租税特論 2  社会経済史特論 2  

公共経済特論 2  メディア社会特論 2  

日本経済特論 2  ミクロ経済学特論 2  

日本経済史特論 2  マクロ経済学特論 2  

経済政策特論 2  経済学特論 2  

財務諸表特論 2  経済学史特論 2  

経営学特論 2  社会思想史特論 2  

金融特論 2  外国書講読 2  

税法特論Ⅰ 2  福祉経済特論 2  

税法特論Ⅱ 2  生活経済特論 2  

社会政策特論 2  法学特論 2  

情報経済特論 2  社会調査特論 2  

経済統計特論 2  演習Ⅰ ④ 必修 

中小企業特論 2  演習Ⅱ ④ 必修 

経済数学特論 2  修士論文   

労働経済特論 2     

※ 1） 講義単位数 64 

2） 総単位数 72 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(2) アジア地域経済専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

社会調査特論 2  労働法特論 2  

東アジア経済特論 2  経済統計特論 2  

中国経済特論 2  ミクロ経済学特論 2  

日本経済史特論 2  マクロ経済学特論 2  

社会経済史特論 2  経済学特論 2  

社会経済学特論 2  経済学史特論 2  

世界経済特論 2  社会思想史特論 2  

地域経済特論 2  外国書講読 2  

国際経済特論 2  国際関係特論 2  

生活経済特論 2  情報経済特論 2  

国際金融特論 2  メディア社会特論 2  

貿易特論 2  法学特論 2  

国際協力特論 2  経営学特論 2  

開発経済特論 2  経済数学特論 2  

国際経済史特論 2  演習Ⅰ ④ 必修 

観光経済特論 2  演習Ⅱ ④ 必修 

環境経済特論 2  修士論文   

中小企業特論 2     

※ 1） 講義単位数 64 

2） 総単位数 72 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(3) アジア地域経済専攻 博士後期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

計量経済学特殊講義 2  中国経済論特殊講義 2  

福祉経済論特殊講義 2  金融ファイナンス論特殊講義 2  

国際経済論特殊講義 2  マクロ経済学特殊講義 2  

地域経済論特殊講義 2  ミクロ経済学特殊講義 2  

社会経済学特殊講義 2  アジア経済論特殊講義 2  

世界経済論特殊講義 2  日本経済史特殊講義 2  

社会経済史特殊講義 2  メディア社会論特殊講義 2  

日本財政論特殊講義 2  経済政策論特殊講義 2  

社会政策論特殊講義 2  国際関係論特殊講義 2  

日本経済論特殊講義 2  日本税制論特殊講義 2  

労働経済論特殊講義 2  国際観光論特殊講義 2  

生活経済論特殊講義 2  国際地域経済特殊研究 18  

中小企業論特殊講義 2     

※ 1） 講義単位数 48 

2） 総単位数 66 

3） 修了 特殊研究18単位および特殊講義2単位以上の計20単位を修得し、博士論文

に合格すること。 
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４ 工学研究科 

(1) 機械工学専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

材料力学特論 2  応用数学特論1 2  

流体力学特論 2  応用数学特論2 2  

流体機械特論 2  計測工学特論 2  

機械力学特論 2  材料強度学特論 2  

熱力学特論 2  先端技術特別講義 2  

固体力学特論 2  ゼミナール1 ② 必修 

設計工学特論 2  ゼミナール2 ② 必修 

機械加工学特論 2  調査研究1 ③ 必修 

制御工学特論 2  調査研究2 ③ 必修 

エネルギー変換特論 2  修士論文   

※ 1） 講義単位数 30 

2） 総単位数 40 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(2) 交通機械工学専攻 博士前期課程 

科目

区分 

授業科目 単位数 備考 科目

区分 

授業科目 単位数 備考 

自動

車工

学 

自動車運動制御特論 2  交通

機械

共通 

交通電気・磁気応用工

学特論 

2  

自動車デザイン特論 2  原動機伝熱特論 2  

自動車エネルギー工学

特論 

2  交通システム特論 2  

自動車先端領域特論 2  流体工学特論 2  

自動車システム工学特

論 

2  熱工学特論 2  

鉄道

工学 

鉄道車両特論 2  応用数学特論1 2  

鉄道設計特論 2  応用数学特論2 2  

次世代鉄道技術特論 2  共通

演習 

ゼミナール1 ② 必修 

鉄道保守特論 2  ゼミナール2 ② 必修 

交通

機械

共通 

交通機械流体力学特論 2  調査研究1 ③ 必修 

交通機械材料特論 2  調査研究2 ③ 必修 

航空宇宙推進システム

工学特論 

2  修士論文   

※ 1） 講義単位数 38 

2） 総単位数 48 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(3) 都市創造工学専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

応用数学特論Ⅰ 2  コンクリート工学特論 2  

応用数学特論Ⅱ 2  交通工学特論 2  

構造力学特論 2  都市・地域計画学特論 2  

構造設計学 2  構造物の維持管理特論 2  

水理学特論 2  耐震工学 2  

海岸工学特論 2  木質構造学特論 2  

河川工学特論 2  都市空間情報分析特論 2  

水資源工学 2  都市情報システム特論 2  

建設システム工学 2  ゼミナールⅠ ② 必修 

建設マネジメント工学 2  ゼミナールⅡ ② 必修 

物質輸送工学 2  調査研究Ⅰ ③ 必修 

環境地盤工学 2  調査研究Ⅱ ③ 必修 

応用土壌・生態学 2  修士論文   

地盤工学特論 2     

※ 1） 講義単位数 44 

2） 総単位数 54 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(4) 電気電子情報工学専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

応用数学特論1 2  通信方式特論 2  

応用数学特論2 2  ネットワーク特論 2  

半導体工学特論 2  情報伝送符号論 2  

パワーエレクトロニクス特論 2  データサイエンス 2  

光量子エレクトロニクス特論 2  電気電子情報先端領域特論A 2  

電磁波工学特論 2  電気電子情報先端領域特論B 2  

計測工学特論 2  ゼミナール1 ② 必修 

制御工学特論 2  ゼミナール2 ② 必修 

電子回路特論 2  調査研究1 ③ 必修 

画像情報処理特論 2  調査研究2 ③ 必修 

ソフトウェア工学特論 2  修士論文   

計算機工学特論 2     

※ 1） 講義単位数 36 

2） 総単位数 46 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(5) 情報システム工学専攻 博士前期課程 

授業科目 単位数 備考 授業科目 単位

数 

備考 

応用数学特論Ⅰ 2  情報通信システム特論Ⅱ 2  

応用数学特論Ⅱ 2  機械学習特論 2  

ソフトウェア工学特論 2  知能システム工学 2  

光情報システム特論 2  医療情報システム特論 2  

物質情報工学 2  医療統計学特論 2  

生体情報システム特論 2  機能材料システム特論 2  

情報理論特論 2  リスク工学特論 2  

量子ネットワーク特論 2  情報デバイス工学 2  

画像工学特論 2  ゼミナールⅠ ② 必修 

メディア情報処理特論Ⅰ 2  ゼミナールⅡ ② 必修 

メディア情報処理特論Ⅱ 2  調査研究Ⅰ ③ 必修 

計算論的聴覚システム特論 2  調査研究Ⅱ ③ 必修 

情報通信システム特論Ⅰ 2  修士論文   

※ 1） 講義単位数 42 

2） 総単位数 52 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文に合格すること。 
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(6) 環境デザイン専攻 博士前期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

環境芸術論 2  環境デザイン情報システム 2  

環境デザイン史 2  環境制御論 2  

建築史特論 2  構造力学特論 2  

美術史特論 2  環境構造デザイン学 2  

環境文化論 2  インテリア空間論特論 2  

現代デザイン論 2  建築デザイン論特論 2  

環境オブジェデザイン論 2  制作研究Ⅰ 4  

インテリア環境論 2  制作研究Ⅱ 4  

建築論特論 2  課題研究Ⅰ 2  

環境デザイン特論 2  課題研究Ⅱ 2  

グローバル環境論 2  ゼミナールⅠ ② 必修 

都市・地域環境論 2  ゼミナールⅡ ② 必修 

環境計画特論 2  調査研究Ⅰ ③ 必修 

環境デザイン分析論 2  調査研究Ⅱ ③ 必修 

環境デザイン情報処理学 2  修士論文また修士作品   

環境デザイン発想論 2     

※ 1） 講義単位数 44 

2） 総単位数 66 

3） 修了 必修を含め30単位を修得し、修士論文（または修士作品）に合格するこ

と。 
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(7) 生産システム工学専攻 博士後期課程 

授業科目 単位数 備考 授業科目 単位数 備考 

材料力学特殊講義 2  光ストレージ特殊講義 2  

振動工学特殊講義 2  通信情報基礎論特殊講義 2  

エネルギー変換特殊講義 2  計測工学特殊講義 2  

ロボティクス特殊講義 2  航空宇宙流体力学特殊講義 2  

宇宙推進ロケット工学特殊講

義 

2  量子エレクトロニクス特殊講

義 

2  

電磁応用工学特殊講義 2  界面物性特殊講義 2  

接触破壊力学特殊講義 2  特殊研究 12  

高温融体成形過程特殊講義 2     

※ 1） 講義単位数 28 

2） 総単位数 40 

3） 修了 特殊研究12単位および特殊講義2単位以上の計14単位以上を修得し、博士

論文に合格すること。 

(8) 環境開発工学専攻 博士後期課程 

授業科目 単位

数 

備考 授業科目 単位

数 

備考 

構造工学特殊講義 2  交通計画特殊講義 2  

地盤工学特殊講義 2  環境リスク工学特殊講義 2  

インフラストラクチャー保全

特殊講義 

2  インテリア空間論特殊講義 2  

海岸工学特殊講義 2  建築計画特殊講義 2  

河川環境学特殊講義 2  特殊研究 12  

※ 1） 講義単位数 18 

2） 総単位数 30 

3） 修了 特殊研究12単位および特殊講義2単位以上の計14単位を修得し、博士論

文に合格すること。 
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○大阪産業大学大学院学位規程 

昭和63年３月23日 

規程第114号の１ 

改正 平成31年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪産業大学大学院学則第30条に基づき、本大学院において、授与

する学位に関する事項を定めるものとする。 

（学位の種類） 

第２条 本大学院において授与する学位は、修士および博士とし、次のとおりとする。 

修士（人間環境学） 修士（経営学） 修士（経済学） 修士（工学） 

博士（人間環境学） 博士（経営学） 博士（経済学） 博士（工学） 

（修士の学位授与の要件） 

第３条 修士の学位は、博士前期課程を修了した者に授与する。 

（博士の学位授与の要件） 

第３条の２ 博士の学位は、博士後期課程を修了した者に授与する。 

２ 前項に定めるもののほか、博士の学位は、学位論文を提出し、その審査および試験に合

格し、かつ、本大学院の博士後期課程を修了した者と同等以上の学力を有すると確認（以

下「学力確認」という。）した者にも授与することができる。 

（修士論文の提出） 

第４条 第３条の規定により、修士の学位の授与を受けようとする者は、所定の修士論文審

査願に修士論文および論文目録を添えて、研究科長に提出するものとする。 

２ 修士論文は１編として、１通を提出する。 

３ 審査のために必要があるときは、修士論文の副本、訳本、模型または標本等の資料を提

出させることができる。 

（課題研究成果の提出） 

第５条 第３条の規定により、修士の学位の授与を受けようとする者で、博士前期課程にお

いて課題研究成果の審査をもって修士論文に代えることを許された者は、所定の課題研究

審査願に課題研究成果および課題研究目録を添えて、工学研究科長に提出するものとする。 

２ 課題研究成果は１編として、１通を提出する。 

３ 審査のために必要があるときは、課題研究成果の副本、訳本等の資料を提出させること

ができる。 
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（修士作品の提出） 

第６条 第３条の規定により、修士の学位の授与を受けようとする者で、博士前期課程にお

いて修士作品をもって修士論文に代えることを許された者は、所定の修士作品審査願に修

士作品および論文目録または作品目録を添えて、工学研究科長に提出するものとする。 

２ 修士作品は、作品１件を提出する。 

３ 修士作品に付随して、作品題目、作品概要、作品趣意などを記した作品趣意書を提出し

なければならない。ただし、付属論文を提出する場合にはこの限りでない。 

４ 審査のために必要があるときは、修士作品の付属論文、模型、標本、写真またはビデオ

等の資料を提出させることができる。 

（博士論文の提出） 

第７条 第３条の２の規定により、博士の学位の授与を受けようとする者は、所定の博士論

文審査願に博士論文、論文目録、論文要旨および履歴書を添えて、当該研究科長に提出す

るものとする。 

２ 博士論文を提出し得る期間は、博士後期課程進学後10年以内とする。この場合におい

て、博士論文は、在学中に提出するものとする。 

３ 博士論文は自著１編とし、３通を提出する。 

４ 審査のために必要があるときは、博士論文の副本、訳本、模型または標本等の資料を提

出させることができる。 

５ 第３条の２第２項の規定により、博士の学位の授与を申請する者は、博士論文審査願に

博士論文、論文目録、論文要旨、履歴書および論文審査手数料を添えて提出しなければな

らない。 

６ 前項の規定により提出した博士論文および納付した論文審査手数料は、返還しない。 

７ 第５項に定める論文審査手数料は、別に定める。 

８ 学位論文等の審査の方法および手続きについては、別に定める。 

（審査の付託） 

第８条 第４条、第５条、第６条、第７条による修士論文、課題研究成果、修士作品、博士

論文（以下「学位論文等」という。）の提出があったときは、研究科長は、これを当該研

究科委員会（以下「委員会」という。）に付託するものとする。 

（審査委員会） 

第９条 前条の規定により学位論文等の審査を付託された委員会は、当該研究科所属の専攻

担当教員３名で構成する審査委員会を設ける。 
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２ 第３条および第３条の２第１項に定める各課程の修了の認定のために提出された学位

論文等の審査のための審査委員会には、原則として、学位論文等を提出した学生の指導教

授を加えるものとする。 

３ 委員会は、審査のために必要があると認めた場合、２名を限度に本学大学院教員または

他の大学の大学院、研究所等の教員等を審査委員に加えることができる。 

（学位論文等の審査および最終試験） 

第10条 審査委員会は、学位論文等の審査および最終試験を行う。 

（審査の期間） 

第11条 第３条および第３条の２第１項による者の学位論文等の審査ならびに最終試験は、

在学期間中に終了するものとする。 

２ 審査委員会は、第７条第５項の規定により博士論文が提出されたときは、その提出日か

ら１年以内に博士論文の審査、試験および学力確認を終了するものとする。 

（審査委員会の報告） 

第12条 審査委員会は学位論文等の審査および最終試験の終了後、直ちに審査の要旨およ

び最終試験の成績に学位を授与できるか否かの意見を添えて委員会に文書で報告しなけ

ればならない。前条第２項による審査等についても、同様とする。 

（学位授与の審議） 

第13条 委員会は、前条の報告に基づいて審議し、学位を授与すべきか否かを議決する。 

２ 前項の規定によって学位を授与できるものと議決するには委員会構成員の３分の２以

上が出席し、かつ、出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。 

（研究科長の報告） 

第14条 委員会が前条の議決をしたときは、研究科長はその結果を文書をもって学長に報

告しなければならない。 

（学位の授与） 

第15条 学長は、前条の報告に基づき、学位を授与すべきものには所定の学位記を授与す

る。 

（博士論文等の公表） 

第16条 本大学院人間環境学研究科、経営・流通学研究科、経済学研究科および工学研究

科は、博士の学位が授与された日から３ヵ月以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の

内容の要旨および論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものと

する。 
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２ 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に、当該博

士の学位の授与に係る論文の全文をインターネットの利用により公表するものとする。た

だし、当該博士の学位を授与される前に公表したときは、この限りでない。 

３ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合

には、本大学院人間環境学研究科、経営・流通学研究科、経済学研究科および工学研究科

の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したも

のをインターネットの利用により公表することができる。この場合において、本大学院人

間環境学研究科、経営・流通学研究科、経済学研究科および工学研究科は、その論文の全

文を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

４ 第２項の規定により公表する場合には、当該論文の要旨に大阪産業大学審査学位論文で

ある旨を明記するものとする。 

（学位の登録） 

第17条 学長は、修士および博士の学位を授与したとき、学位簿に登録する。なお、博士

の学位を授与したときにあっては、当該学位を授与した日から３ヵ月以内に文部科学大臣

に報告するものとする。 

（学位の名称の使用） 

第18条 学位を授与された者が学位の名称を用いるときは、大阪産業大学と付記するもの

とする。 

（学位授与の取消し） 

第19条 学位を授与された者に、不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したと

きは、修士および博士の学位については委員会の議を得て、学位の授与を取り消し、学位

記を返還させる。 

２ 委員会において前項の議決をする場合には、第13条第２項の規定を準用する。 

（学位記の様式） 

第20条 学位記の様式は、次の各号のとおりとする。 

(1) 第３条の規定により授与する学位記 別記様式１、別記様式４、別記様式７、別記

様式８、別記様式11、 

(2) 第３条の２第１項の規定により授与する学位記 別記様式２、別記様式５、別記様

式９、別記様式12 

(3) 第３条の２第２項の規定により授与する学位記 別記様式３、別記様式６、別記様

式10、別記様式13 
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附 則 

（施行期日） 

この規程は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日） 

（施行期日） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

-57-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-6 
 

 

-58-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-7 
 

 

-59-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-8 
 

 

-60-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-9 
 

 

-61-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-10 
 

 

-62-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-11 
 

 

-63-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-12 
 

 

-64-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-13 
 

 

-65-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-14 
 

 

-66-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-15 
 

 

-67-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-16 
 

 

-68-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-17 
 

 

-69-



1 学則・奨学関係（114-1 大阪産業大学大学院学位規程） 
 

114-1-18 
 

 

-70-



1 学則・奨学関係（153 大阪産業大学大学院学費納入規程） 

153-1 
 

○大阪産業大学大学院学費納入規程 

昭和63年３月23日 

規程第153号 

改正 平成16年７月14日 

平成17年３月19日 

平成17年８月１日 

平成17年８月２日 

平成19年３月20日 

平成20年３月19日 

平成21年３月19日 

平成23年３月16日 

平成27年４月６日 

平成29年４月６日 

平成29年７月４日 

平成31年３月15日 

令和２年３月10日 

令和４年10月12日 

令和５年10月２日 

令和６年５月30日 

（趣旨） 

第１条 大阪産業大学大学院（以下「本大学院」という。）の学費の納入については、別紙

に定めるものを除き、この規程の定めるところによる。 

（学費の内訳および金額） 

第２条 学費とは、入学金、授業料、教育環境充実費、審査料、科目等履修料および研究料

ならびに在籍料をいう。 

２ 前項の金額は、別表第１に定めるとおりとする。 

（休学中の学費） 

第３条 休学中の授業料、教育環境充実費は、徴収しない。ただし、学期の途中から休学す

る者にたいしては、その学期は全額徴収する。 

２ 休学期間中の在籍料を徴収する。 
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（学費の納期および納入方法） 

第４条 入学金は、所定の入学手続期間内に納入するものとする。 

２ 授業料、教育環境充実費の納入期限は、次のとおりとする。 

(1) ４月に入学の場合 春学期 ４月20日 秋学期 10月15日 

(2) ９月に入学の場合 秋学期 10月15日 春学期 ４月20日 

ただし、春入学の１年次春学期および秋入学の１年次秋学期の授業料、教育環境充実費

は、同条第１項に準じて納入するものとする。 

３ 学費は、本大学院所定の納入票によって前項の定める期限までに銀行に振り込むものと

する。ただし、在籍料の納入は、経理課窓口において行うものとする。 

（既納の学費） 

第５条 既に納入した学費は、事情の如何を問わず返却しない。 

（準用規程） 

第６条 この規程に定めのない事項については、大阪産業大学学費納入規程を準用する。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（平成16年７月14日） 

（施行期日） 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年３月19日） 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成17年８月１日） 

（施行期日） 

この規程は、平成17年８月１日に施行し、平成17年４月１日から適用する。 

附 則（平成17年８月２日） 

この規程は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年３月20日） 

（施行期日） 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年３月19日） 

（施行期日） 
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この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年３月19日） 

（施行期日） 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年３月16日） 

（施行期日） 

１ この規程は、平成23年４月１日から施行する。 

（授業料・教育環境充実費または授業料の措置） 

２ この規程の別表第１の授業料・教育環境充実費の４分の３の額の減免、および別表第２

の授業料の４分の３の額の減免の措置については、平成22年度に修了要件単位を修得し、

その後に在学する博士後期課程院生より適用する。 

附 則（平成27年４月６日） 

（施行期日） 

この規程は、平成27年４月６日に施行し、平成27年４月１日から適用する。 

附 則（平成29年４月６日） 

（施行期日） 

この規程は、平成29年４月６日から施行し、平成29年４月１日から適用する。 

附 則（平成29年７月４日） 

（施行期日） 

この規程は、平成29年７月４日から施行する。 

附 則（平成31年３月15日） 

（施行期日） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月10日） 

（施行期日） 

この規程は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年10月12日） 

（施行期日） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年10月２日） 

（施行期日） 
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この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年５月30日） 

（施行期日） 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

別表第１（大阪産業大学大学院学費納入規程） 

１ 学費 

(1) 入学金 

（単位 円） 

項目 人間環境学研究科 経営・流通学研究科 経済学研究科 工学研究科 

入学金 250,000 250,000 250,000 250,000 

再入学金 10,000 

注） 

① 本大学の卒業生（卒業見込者および飛び級進学者を含む。）は、入学金を100,000

円に減額する。 

② 博士後期課程の入学金については、本大学院博士前期課程修了者（修了見込者を含

む。）は免除する。 

(2) 授業料 

（単位 円） 

項目 人間環境学研

究科 

経営・流通学研

究科 

経済学研究科 工学研究科 

一般 サテライトコ

ース 

年額 636,000 636,000 636,000 424,000 712,000 

(3) 教育環境充実費 

（単位 円） 

項目 人間環境学研究科 経営・流通学研究科 経済学研究科 工学研究科 

年額 151,000 135,000 135,000 183,000 

２年次以降の授業料等は前々年度の消費者物価指数の平均上昇率等を勘案して、スライ

ド制を実施する為、変動する場合がある。 

注① 上記授業料・教育環境充実費は全学生に適用する。ただし、在学年数が２年を超え

る博士前期課程院生、在学年数が３年を超える博士後期課程院生（外国人留学生授業料

減免措置を受ける者を除く。）の授業料・教育環境充実費は、その半額を減免する。 
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注② 注①の定めにかかわらず、在学年数が３年を超え、修了要件単位修得後に在学する

博士後期課程院生（外国人留学生授業料減免措置を受ける者を除く。）の授業料・教育

環境充実費は、その４分の３の額を減免する。 

(4) 審査料 

（単位 円） 

項目 金額 

審査料 50,000 

(5) 科目等履修料および研究料 

（単位 円） 

項目 金額 

科目等履修料 1科目 30,000 

（単位 円） 

項目 金額 

研究料 人間環境学研究科 6ヵ月 150,000 

1ヵ年 300,000 

経営・流通学研究科 6ヵ月 150,000 

1ヵ年 300,000 

経済学研究科 6ヵ月 150,000 

1ヵ年 300,000 

工学研究科 6ヵ月 150,000 

1ヵ年 300,000 

(6) 在籍料 

（単位 円） 

項目 金額 

在籍料 年額 120,000 

※在籍料は平成31年度入学者より適用する。 
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２ 学費以外の費用 

(1) 検定料 

(2)（単位 円） 

項目 金額 

入学検定料 20,000 

科目等履修生検定料 15,000 

研究生検定料 30,000 
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○大阪産業大学大学院人間環境学研究科規程 

平成17年３月19日 

規程第138号 

改正 平成19年３月20日 

令和３年１月８日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪産業大学大学院学則（以下「学則」という。）に基づいて、大阪

産業大学大学院人間環境学研究科（以下「研究科」という。）における必要な事項を定め

る。 

（教育研究上の目的） 

第１条の２ 学則第１条に基づき、研究科は、人間活動と地球環境の持続的な関係を追求す

べく、そのための有用な人材の育成と知的貢献に資する教育研究の実践を目的とする。 

２ 人間環境学専攻博士前期課程は、人間とそれをとりまく環境に関わる広範な知識を体系

的に理解し、専門分野における研究能力を発揮することによって、民間を含む多様な研究

機関で社会に貢献する研究者・技術者を育成する研究・教育を行うことを目的とする。 

３ 人間環境学専攻博士後期課程は、人間とそれをとりまく環境に関わる広範な知識の体系

的な理解を踏まえて、文理融合型の学際領域について教育・研究の体制をとり、各専門領

域および境界領域に関して、研究者として自立して研究活動を行い、創造性、国際性に富

む研究者・技術者を育成する研究・教育を行うことを目的とする。 

（専攻主任） 

第２条 専攻に主任を置く。 

２ 主任は、専攻担当教員（研究指導および授業を担当する資格のある教員をいう。）の中

から選出する。 

（博士前期課程入学者の選考） 

第３条 博士前期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年夏季、秋季および春季の３回行

うことを原則とする。ただし、海外現地入学試験は、この限りでない。 

２ 夏季は、６月中に実施し、当該年度の大阪産業大学卒業見込者を対象とする。 

３ 秋季は、当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者（学則第11条第１号、第

２号、第３号および第５号に該当する者を含む。以下同じ。）を対象とする。 

４ 春季は、３月中に実施し、次の各号の一に該当する者を対象とする。 

(1) 当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者（夏季および秋季に実施された

-77-



1 学則・奨学関係（138 大阪産業大学大学院人間環境学研究科規程） 

138-2 
 

選考の結果に基づき、入学が許可された者の総数が学則第７条に規定する入学定員に達

しない場合に限る。） 

(2) 学則第11条第４号の規定に該当する学部の３年修了見込者 

（博士後期課程入学者の選考） 

第４条 博士後期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年秋季および春季の２回行うこと

を原則とする。ただし、海外現地入学試験は、この限りではない。 

２ 秋季は、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者（学

則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者を含む。）を対象とする。 

３ 春季は、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者（学

則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者を含む。）を対象とする。 

第５条 入学者の選考および合否の判定は、研究科委員会で決定する。 

（授業科目） 

第６条 授業科目の配当年次およびその授業時間数は、別に定める。 

（履修方法） 

第７条 学生は、研究指導教員が必要と認めた場合に限り、研究科委員会の承認を得て、他

の研究科の授業科目を履修することができる。 

２ 学生は、研究指導教員が必要と認めた場合に限り、学部教授会の承認を得て、当該学部

の授業科目を履修することができる。ただし、修得した単位は、課程修得単位数に充当す

ることはできない。 

（履修申請書の提出） 

第８条 学生は、当該学年において開設されている授業科目のうち、履修しようとする授業

科目を履修申請書に記入し、指導教授の承認を受けて研究科長に提出して許可を受けなけ

ればならない。 

２ 履修申請書は、毎学年当初に定められた期日までに提出するものとする。 

（履修科目の試験） 

第９条 履修科目の試験は、学期末の指定期間内に行う。 

２ 履修科目の試験の成績評価は、学則第26条の定めるところによる。ただし、「A、B、

C、D」をもって示しがたいものについては、合否をもって、これに代えることができる。 

３ 履修許可を受けていない授業科目については、試験を受け単位を修得することができな

い。 

（修士論文の提出） 

-78-



1 学則・奨学関係（138 大阪産業大学大学院人間環境学研究科規程） 

138-3 
 

第10条 博士前期課程修了見込者は、専攻主任が指定する期日までに修士論文を提出しな

ければならない。 

（学位論文の審査） 

第11条 学位論文の審査は、研究科委員会において行い、合否を決定する。 

（最終試験） 

第12条 最終試験は、提出した学位論文およびこれに関連のある授業科目について行う。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年３月20日） 

（施行期日） 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年１月８日） 

（施行期日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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○大阪産業大学大学院経営・流通学研究科規程 

平成11年３月19日 

規程第137号 

改正 平成25年３月19日 

平成29年１月18日 

平成31年３月13日 

令和３年２月15日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪産業大学大学院学則（以下「学則」という。）に基づいて、大阪

産業大学大学院経営・流通学研究科（以下「研究科」という。）における必要な事項を定

める。 

（教育研究上の目的） 

第１条の２ 学則第１条に基づき、研究科は、産業経済社会の変化やグローバル化に対応す

べく、高度な問題解決能力と経営システムの構築能力を具えた創造力豊かな専門職業人・

研究者の育成を目的とする。 

２ 経営・流通専攻博士前期課程は、激動するビジネス環境のなかで発生する諸課題に対し

て新たなソリューションを提示し、ビジネス社会の発展に貢献しうる専門職業人・研究者

の育成を目的とする。 

３ 経営・流通専攻博士後期課程は、激動するビジネス環境のなかで発生する諸課題の中か

ら適切に課題を設定し、定量的あるいは定性的な分析手法に基づいて、従来の研究成果を

凌駕しうる研究成果を発現し、研究者として自立して研究活動あるいは高度の専門業務に

従事しうる能力を有する研究者・専門職業人の育成を目的とする。 

（専攻主任） 

第２条 専攻に主任を置く。 

２ 主任は、専攻担当教員（研究指導および授業を担当する資格のある教員をいう。）の中

から選出する。 

（博士前期課程入学者の選考） 

第３条 博士前期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年秋季および春季の２回行うこと

を原則とする。ただし、海外現地入学試験は、この限りでない。 

２ 秋季は、当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者（学則第11条第１号、第

２号、第３号および第５号に該当する者を含む。以下同じ。）を対象とする。 
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３ 春季は、次の各号の一に該当する者を対象とする。 

(1) 当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者 

(2) 学則第11条第４号の規定に該当する学部の３年修了見込者 

（博士後期課程入学者の選考） 

第４条 博士後期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年秋季および春季の２回行うこと

を原則とする。ただし、海外現地入学試験は、この限りでない。 

２ 秋季は、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者（学

則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者を含む。）を対象とする。 

３ 春季は、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者（学

則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者を含む。）を対象とする。 

第５条 入学者の選考および合否の判定は、研究科委員会で決定する。 

（授業科目） 

第６条 授業科目の配当年次およびその授業時間数は、別に定める。 

（履修方法） 

第７条 学生は、研究指導教員が必要と認めた場合に限り、研究科委員会の承認を得て、他

の専攻の授業科目を履修することができる。 

２ 学生は、研究指導教員が必要と認めた場合に限り、学部教授会の承認を得て、当該学部

の授業科目を履修することができる。ただし、修得した単位は、課程修得単位数に充当す

ることはできない。 

（履修申請書の提出） 

第８条 学生は、当該学年において開設されている授業科目のうち、履修しようとする授業

科目を履修申請書に記入し、指導教授の承認を受けて研究科長に提出して許可を受けなけ

ればならない。 

２ 履修申請書は、毎学年当初に定められた期日までに提出するものとする。 

（履修科目の試験） 

第９条 履修科目の試験は、学期末の指定期間内に行う。 

２ 履修科目の試験の成績評価は、学則第26条の定めるところによる。ただし、「A、B、

C、D」をもって示しがたいものについては、合否をもって、これに代えることができる。 

３ 履修許可を受けていない授業科目については、試験を受け単位を修得することができな

い。 

（修士論文の提出） 
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第10条 博士前期課程修了見込者は、専攻主任が指定する期日までに修士論文を提出しな

ければならない。 

（学位論文の審査） 

第11条 学位論文の審査は、研究科委員会において行い、合否を決定する。 

（最終試験） 

第12条 最終試験は、提出した学位論文およびこれに関連のある授業科目について行う。 

（教育職員免許状の取得資格等） 

第13条 学則第41条に定める教育職員免許状を取得しようとする者は、次の各号に掲げる

すべての要件を満たさなければならない。 

(1) 修士の学位を有すること、または大学院に１年以上在学し30単位以上修得している

こと 

(2) 取得しようとする専修免許状と同一校種かつ同一教科の一種免許状を有しているこ

と、または当該一種免許状取得に係る要件をすべて満たしていること 

(3) 学則別表第１に掲げる授業科目（博士前期課程）の中から、各専攻が「教科および

教科の指導法に関する科目」として定めた授業科目の単位を24単位以上修得している

こと 

２ 前項第１号に定める大学院において修得すべき単位数には、複数の大学院（博士後期課

程を含む。）で修得した単位を合算することができる。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、平成11年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年３月19日） 

（施行期日） 

この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年１月18日） 

（施行期日） 

この規程は、平成29年１月18日に施行し、平成29年１月１日から適用する。 

附 則（平成31年３月13日） 

（施行期日） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年２月15日） 
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（施行期日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

-83-



1 学則・奨学関係（136 大阪産業大学大学院経済学研究科規程） 

136-1 
 

○大阪産業大学大学院経済学研究科規程 

平成10年１月27日 

規程第136号 

改正 平成25年３月19日 

平成27年５月22日 

平成31年２月12日 

令和２年12月25日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪産業大学大学院学則（以下「学則」という。）に基づいて、大阪

産業大学大学院経済学研究科（以下「研究科」という。）における必要な事項を定める。 

（教育研究上の目的） 

第１条の２ 学則第１条に基づき、研究科は、わが国と地域社会発展への貢献をはかるため、

国内はもとよりアジアを中心に世界各国・地域の大学・研究機関と研究交流を深めて優位

を確保し、グローバル化時代にふさわしい国際競争力を備えた影響力ある高等教育機関と

して、情報化・国際化・複雑化が進む現代産業社会システム解明の総合的学問・研究体系

を活用し、国内と国際社会で活躍できる高度な分析力と判断力に富む専門職業人・研究者

の育成を目的とする。 

２ 現代経済システム専攻博士前期課程は、経済理論、経済システム、データ分析について

の、高度な学識につながる教育と研究によって、総合的な分析・企画・実務能力を兼ね備

えた、日本経済の将来を担う人材を育成することを目標とする。 

３ アジア地域経済専攻博士前期課程は、アジアを取り巻く国際情勢の理解という幅広い視

点に立ったアジア地域経済にかかわる教育と研究によって、専門的視点をもってグローバ

ル社会で活躍できる優れた分析力と判断力を兼ね備えた人材を育成することを目標とす

る。 

４ アジア地域経済専攻博士後期課程は、アジアを取り巻く国際情勢の理解、国内の社会経

済状況の把握、それらの解析手段となる経済理論の修得といった幅広い視点に立ったアジ

ア地域経済にかかわる教育と研究によって、専門的視点をもって国内および国際社会で活

躍できる高度な分析力と判断力を兼ね備えた人材を育成することを目標とする。 

（専攻主任） 

第２条 専攻に主任を置く。 

２ 主任は、専攻担当教員（研究指導および授業を担当する資格のある教員をいう。）の中
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から選ぶ。 

（博士前期課程入学者の選考） 

第３条 博士前期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年秋季および春季の２回行うこと

を原則とする。ただし、海外現地入学試験は、この限りでない。 

２ 秋季は、当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者（学則第11条第１号、第

２号、第３号および第５号に該当する者を含む。以下同じ。）を対象とする。 

３ 春季は、次の各号の一に該当する者を対象とする。 

(1) 当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者 

(2) 学則第11条第４号の規定に該当する学部の３年修了見込者 

４ 博士前期課程秋季入学者の選考に関わる学生募集は、当該年度の春季に１回行うことと

する。なお、当該学期の大学卒業見込者または大学を卒業した者を対象とする。 

（博士後期課程入学者の選考） 

第４条 博士後期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年秋季および春季の２回行うこと

を原則とする。ただし、海外現地入学試験は、この限りでない。 

２ 秋季は、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者（学

則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者を含む。）を対象とする。 

３ 春季は、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者（学

則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者を含む。）を対象とする。 

４ 博士後期課程秋季入学者の選考に関わる学生募集は、当該年度の春季に１回行うことと

する。なお、当該学期の大学院修士課程修了見込者または大学院修士課程を修了した者を

対象とする。 

第５条 入学者の選考および合否の判定は、研究科委員会で決定する。 

（授業科目） 

第６条 授業科目の配当学期およびその授業時間数は、別に定める。 

（履修方法） 

第７条 学生は、専攻主任が必要と認めた場合に限り、学部教授会の承認を得て、当該学部

の授業科目を履修することができる。ただし、修得した単位は、課程修得単位数に充当す

ることはできない。 

（履修申請書の提出） 

第８条 学生は、当該学期において開設されている授業科目のうち、履修しようとする授業

科目を履修申請書に記入し、指導教授の承認を受けて研究科長に提出して許可を受けなけ
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ればならない。 

２ 履修申請書は、毎学年当初に定められた期日までに提出するものとする。 

（履修科目の試験） 

第９条 履修科目の試験は、学期末の指定期間内に行う。 

２ 履修科目の試験の成績評価は、学則第26条の定めるところによる。ただし、「A、B、

C、D」をもって示しがたいものについては、合否をもって、これに代えることができる。 

３ 履修許可を受けていない授業科目については、試験を受け単位を修得することができな

い。 

（修士論文の提出） 

第10条 博士前期課程修了見込者は、専攻主任が指定する期日までに修士論文を提出しな

ければならない。 

（学位論文の審査） 

第11条 学位論文の審査は、研究科委員会において行い、合否を決定する。 

（最終試験） 

第12条 最終試験は、提出した学位論文およびこれに関連のある授業科目について行う。 

（教育職員免許状の取得資格等） 

第13条 学則第41条に定める教育職員免許状を取得しようとする者は、次の各号に掲げる

すべての要件を満たさなければならない。 

(1) 修士の学位を有すること、または大学院に１年以上在学し30単位以上修得している

こと 

(2) 取得しようとする専修免許状と同一校種かつ同一教科の一種免許状を有しているこ

と、または当該一種免許状取得に係る要件をすべて満たしていること 

(3) 学則別表第１に掲げる授業科目（博士前期課程）の中から、各専攻が「教科および

教科の指導法に関する科目」として定めた授業科目の単位を24単位以上修得している

こと 

２ 前項第１号に定める大学院において修得すべき単位数には、複数の大学院（博士後期課

程を含む。）で修得した単位を合算することができる。 

３ 前項第３号の単位は、本大学院の課程修了に必要な単位と共通して計算することができ

る。 

附 則 

（施行期日） 
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この規程は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年３月19日） 

（施行期日） 

この規程は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年５月22日） 

（施行期日） 

この規程は、平成27年５月22日に施行し、平成27年４月１日から適用する。 

附 則（平成31年２月12日） 

（施行期日） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年12月25日） 

（施行期日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

-87-



1 学則・奨学関係（133 大阪産業大学大学院工学研究科規程） 

133-1 
 

○大阪産業大学大学院工学研究科規程 

昭和63年３月23日 

規程第133号 

改正 平成25年７月３日 

平成27年３月19日 

平成28年３月７日 

平成31年１月22日 

令和３年１月７日 

令和５年１月16日 

（趣旨） 

第１条 この規程は、大阪産業大学大学院学則（以下「学則」という。）に基づいて、大阪

産業大学大学院工学研究科（以下「研究科」という。）における必要な事項を定める。 

（教育研究上の目的） 

第１条の２ 研究科は、地球環境の維持と人間社会の持続的発展の両立を目指して、産業の

基盤技術と工学の先端技術の融合により新たな技術を生み出す研究に取り組むとともに、

先端の研究に携わる実践的な教育環境のなかで産業界をはじめとする社会の様々な分野

で活躍できる高度な専門知識をもつ技術者や研究者を養成することを教育研究上の目的

とする。 

博士前期課程は、専攻分野における専門知識を体系立てて授けるとともに、社会的に有

用な研究に取り組み、問題の設定から解決、取りまとめまでの研究活動を通して、社会に

おける実際の問題を主体的に解決できる高度な能力をもつ専門技術者を養成する。 

博士後期課程は、専攻分野およびその周辺分野における先端知識を授けるとともに、社

会的・学術的に有用な研究に取り組み、文献調査から問題の設定、研究計画の立案、研究

の実施、取りまとめ、論文発表までの研究活動を通して、社会が抱える様々な問題を主体

性と創造性をもって解決できる高度な研究能力をもつ人材を養成する。 

２ 機械工学専攻博士前期課程は、エネルギー、材料・加工、計測・制御などの機械工学の

専門知識を実際のものづくりと関連付けて教授するとともに、機械製品やものづくりに関

する実践的な研究を通して、主体性とグローバルな視点を備え高度なものづくりに貢献で

きる機械技術者を育成することを目的とする。 

３ 交通機械工学専攻博士前期課程は、機械工学およびその関連分野、自動車および鉄道を

はじめとする交通に関わる高度な専門知識や技術を礎として、様々な課題へ多面的かつ論
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理的に対応しつつ、人類および社会の持続、発展に貢献できる創造的な人材の育成を目的

とする。 

４ 都市創造工学専攻博士前期課程は、循環型社会における都市創造への貢献を目指し、都

市基盤の構築・再生、都市環境の創生・保全、および自然災害に強い都市構造の形成に関

する学問分野の教育と研究を通じて、都市創造や環境保全に対する社会の考え方の変化に

柔軟に対応できる専門技術者を育成することを目的とする。 

５ 電気電子情報工学専攻博士前期課程は、電子情報工学分野における知能情報化・ビッグ

データ等のデータ指向化に向けたソフトウェア技術、および、電気電子工学分野における

電動化・高効率省エネ化に向けたハードウェア技術の進展に伴い、これらの技術の融合に

よる高付加価値型の開発を推進する能力を自ら修得できる人材の育成を目的とする。 

６ 情報システム工学専攻博士前期課程は、人の日常生活と社会に役立つ情報システムの未

来を見据え、人知と情報技術の調和的融合に対して主体的に貢献できる技術者・研究者の

育成を目的とする。 

７ 環境デザイン専攻博士前期課程は、急速な社会構造の展開、高度情報社会への移行が進

むなかで、美・アメニティ・機能を備える接続可能な環境・空間・モノを、多様な視点、

豊かな感性、確かな技術力をもって包括的・総合的にデザインし、より魅力的な生活・環

境基盤を構築することを使命とし、それに応えることのできる高度な専門知識と豊かな創

造性をもつ専門技術者・研究者の育成を図ることを目的とする。 

８ 生産システム工学専攻博士後期課程は、「機械工学」「電子情報通信工学」「情報シス

テム工学」の３分野を礎とし、ものづくり産業のあらゆる場面において、地球環境と人間

社会の共生に配慮した次世代の高機能生産システムを開発・設計・構築することができる

高度な専門知識と豊かな創造性をもち、リーダー性も兼ね備えた研究者・技術者を育成す

ることを目的とする。 

９ 環境開発工学専攻博士後期課程は、都市基盤や都市環境の整備・保全および循環型社会

の実現や美しく快適な都市を実現するための学問分野の研究を深め、都市や地域に関する

課題を高度な学術的知識に基づいて自ら解決できる技術者、プランナー、デザイナーを育

成することを目的とする。 

（専攻主任） 

第２条 各専攻に主任を置く。 

２ 主任は、各専攻の専攻担当教員（当該専攻において、研究指導および授業を担当する資

格のある教員をいう。）の中から選ぶ。 
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（博士前期課程入学者の選考） 

第３条 博士前期課程入学者の選考に係る学生募集は、毎年夏季、秋季および春季の３回行

うことを原則とする。なお、選考に伴う入学試験種別は別に定める内規による。 

２ 夏季は、６月中に実施し、当該年度の大阪産業大学卒業見込者の中から、学科主任が推

薦した学生を対象とする。 

３ 秋季は、10月中に実施し、当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者（学則

第11条第１号、第２号、第３号および第５号に該当する者を含む。以下同じ。）を対象

とする。 

４ 春季は、３月中に実施し、次の各号の一に該当する者を対象とする。 

(1) 当該年度の大学卒業見込者または大学を卒業した者（夏季および秋季に実施された

選考の結果に基づき、入学が許可された者の総数が学則第７条に規定する入学定員に達

しない専攻への入学を希望する者に限る。） 

(2) 学則第11条第４号の規定に該当する学部の３年修了見込者 

（博士後期課程入学者の選考） 

第４条 博士後期課程入学者は春季および秋季の２回入学機会を有し、選考は毎年秋季およ

び春季の２回行うことを原則とする。なお、選考に伴う入学試験種別は別に定める内規に

よる。 

２ 秋季入学の選考は原則６月に実施し、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学

院修士課程を修了した者（学則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者

を含む。）を対象とする。 

３ 春季入学の選考は原則３月に実施し、当該年度の大学院修士課程修了見込者または大学

院修士課程を修了した者（学則第11条第２項第１号、第２号および第３号に該当する者

を含む。）を対象とする。 

第５条 入学志願者の専攻志望は、第一志望のみとする。 

第６条 入学者の選考は、各専攻ごとに行い、合否の判定は、研究科委員会で決定する。 

（授業科目） 

第７条 授業科目の配当年次およびその授業時間数は、研究科委員会の議を経て、別に定め

る。 

（履修方法） 

第８条 学生は、所属する専攻の主任が必要と認めた場合に限り、研究科委員会の承認を得

て、他の専攻の授業科目を履修することができる。 
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２ 学生は、所属する専攻の主任が必要と認めた場合に限り、学部教授会の承認を得て、当

該学部の授業科目を履修することができる。ただし、修得した単位は、課程修得単位数に

充当することはできない。 

（履修申請書の提出） 

第９条 学生は、当該学年において開設されている授業科目のうち、履修しようとする授業

科目を履修申請書に記入し、指導教授の承認を受けて研究科長に提出して許可を受けなけ

ればならない。 

２ 履修申請書は、毎学年当初に定められた期日までに提出するものとする。 

（履修科目の試験） 

第10条 履修科目の試験は、学期末の指定期間内に行う。 

２ 履修科目の試験の成績評価は、学則第26条の定めるところによる。ただし、「A、B、

C、D」をもって示しがたいものについては、合否をもって、これに代えることができる。 

３ 前条第１項に規定する履修許可を受けていない授業科目については、試験を受け単位を

修得することができない。 

（修士論文または修士作品の提出） 

第11条 博士前期課程修了見込者は、当該専攻主任が指定する期日までに修士論文、課題

研究成果または修士作品（以下「学位論文等」という。）を提出しなければならない。 

（学位論文等の審査） 

第12条 修士の学位論文等の審査は、当該専攻で行い、専攻主任はその結果を研究科長に

報告し、研究科委員会において、合否を決定する。 

２ 博士の学位論文等の審査の方法および手続きについては、別に定める。 

（教育職員免許状の取得資格等） 

第13条 学則第41条に定める教育職員免許状を取得しようとする者は、次の各号に掲げる

すべての要件を満たさなければならない。 

(1) 修士の学位を有すること、または大学院に１年以上在学し30単位以上修得している

こと 

(2) 取得しようとする専修免許状と同一校種かつ同一教科の一種免許状を有しているこ

と、または当該一種免許状取得に係る要件をすべて満たしていること 

(3) 学則別表第１に掲げる授業科目（博士前期課程）の中から、各専攻が「教科および

教科の指導法に関する科目」として定めた授業科目の単位を24単位以上修得している

こと 
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２ 前項第１号に定める大学院において修得すべき単位数には、複数の大学院（博士後期課

程を含む。）で修得した単位を合算することができる。 

附 則 

（施行期日） 

この規程は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年７月３日） 

（施行期日） 

この規程は、平成25年７月３日から施行し、平成25年４月１日より適用する。 

附 則（平成27年３月19日） 

（施行期日） 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月７日） 

（施行期日） 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年１月22日） 

（施行期日） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年１月７日） 

（施行期日） 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年１月16日） 

（施行期日） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 
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人間環境学研究科修士論文および博士論文の評価基準に関する申し合わせ 

 

制 定 平成 25年 6月 11日 

 

 本研究科における修士論文および博士論文の評価基準を以下のように定める。学生本人

および指導教員が提出する「研究計画書」には、これら基準に照らした評価を記述するもの

とする。 

 

修士論文評価基準 

・研究の目的が明確であり、問題意識、課題設定、および研究方法が適切であること。 

・研究分野の先行研究を充分に参照し、自分の研究を適切に位置づけていること。 

・論拠が明確に示され、論理的に論述をしていること。 

・表現・用語、関連文献引用が適切であること。 

・得られた結論が適切かつ明確で意義があること。 

・公聴会を含み研究の成果を公開の場で発表していること。 

 

博士論文評価基準 

 上記「修士論文評価基準」をより高度に達成することに加え、下記基準を満たすこと。 

・研究の目的・方法に独創性が認められ、得られた結論が新たな知見を与えていること 

・論文提出に先立ち関係学会等または本学論集で原則 2 編以上（生活環境分野およびスポ

ーツ健康分野の研究は、審査付論文）、主著者として発表または受理されていること。 

 

中間発表会、主査・副査、および公聴会 

・特別の事情がない限り、本研究科が開催する中間発表会で、論文研究の報告をおこない、

参加した教員の質問、意見、アドバイスを受けなければならない。 

・論文執筆に際し本人の主査および副査から、論文に関する意見、アドバイスを受け、それ

らを反映させて論文の執筆・修正加筆をおこなわなければならない。 

・公聴会においては、論文研究の報告を明瞭かつ簡潔にまとめてにおこない、かつ参加した

教員からの質疑に適切に応答しなければならない。 

 

 

-93-



経営・流通学研究科修士論文および博士論文の評価基準 

 

修士論文評価基準 

１．「経営・流通学研究科学位論文の執筆要領に関する申し合わせ」に準拠していること。 

２．明確な問題意識に基づいた適切な課題設定がなされていること。 

３．先行研究が適切に言及されていること。 

４．文献・調査などの資料が適切に用いられていること。 

５．論述が適切に行われるとともに、論文としての体裁が整っていること。 

６．創意工夫が認められること。 

 

修士論文審査の手続き 

１．修士論文のスケルトン報告 

１年次の１月下旬に修士論文のスケルトン報告資料を提出し、スケルトン報告会において報告を行う。 

２．修士論文の中間報告 

２年次の７月下旬に中間報告資料を提出し、中間報告会において報告を行う。なお、その際、修士論文

の１次原稿は５０％の完成度を条件とする。これを受けて、審査委員会を発足させる。 

３．修士論文の草稿の提出 

１１月下旬に修士論文の草稿を提出させる。修士論文の草稿の提出を受けて、審査委員による審査が行

われ、その過程において論文の修正を求める。 

４．修士論文の完成原稿の提出 

１月中旬に論文の修正を確認したうえで、修士論文の完成原稿を提出させる。 

５．修士論文の最終報告会 

１月下旬に、提出された修士論文に基づき、最終報告会において報告を行う。 

６．修士論文の審査 

２月中旬に、審査報告書に基づき、修士論文の合否を判定する。 

 

博士論文評価基準 

１．「経営・流通学研究科学位論文の執筆要領に関する申し合わせ」に準拠していること。 

２．明確な問題意識に基づいた適切な課題設定がなされていること。 

３．先行研究が適切に言及され、既存研究と差別化できる独創性や先駆性を示すこと。 

４．文献・調査などの資料が適切に用いられていること。 

５．論述が適切に行われるとともに、論文としての体裁が整っていること。 

６．関連学会の全国大会に１回以上発表すること。 

７．レフェリー制度のある学会誌に学術論文１篇以上、あるいは『経営論集』等、大学の紀要には２篇以

上を掲載すること。 

８．『大阪産業大学経営論集』に投稿した論文の場合は、研究指導委員あるいは博士論文審査委員の審査

を必要とする。 
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博士論文審査の手続き 

１．１年次の５月上旬に、研究指導委員会の構成員を決定する。 

２．６月中旬に、研究計画書を提出させ、研究科委員会においてこれを審議する。 

３．１月中旬にスケルトン報告書を提出させ、１月下旬にスケルトン報告会において報告させる。 

４．２月中旬に、研究科委員会においてスケルトン報告会の報告結果を審議する。 

５．２年次の１月上旬に、１次原稿を提出させ、中間報告会で報告を行う。１次原稿では、５０％の完成

度を条件とする。 

６．２月中旬に、研究科委員会において中間報告会の結果を審議する。 

７．３年次の４月下旬に、予備審査願（論文の草稿、２次原稿）を提出させる。その際、２次原稿の完成

度は８０％を条件とする。 

８．５月上旬に、予備審査委員会を設置し、提出された論文の草稿に基づき予備審査を行う。 

９．６月上旬に、提出された予備審査報告書を研究科委員会において審議を行う。 

１０．７月下旬、予備審査報告書の審議の結果、論文の提出が許可された場合、学位請求論文審査願を提

出させる。 

１１．９月下旬に、審査委員会を設置する。 

１２．１１月上旬に、学位請求論文の仮提出を行わせ、審査委員による本審査が行われ、副査より主査を

通して書面にて論文執筆者に対して論文の修正を求め、適宜、報告を受ける。 

１３．１月上旬に学位請求論文を提出させ、１月中旬に公聴会を実施する。 

１４．２月中旬に、主査から提出された審査報告書に基づき、研究科委員会において学位授与の可否判定

を行う。 

以上 
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経済学研究科修士論文および博士論文の評価基準 

 

修士論文評価基準 

・ 明確な問題意識に基づいた適切な課題設定がなされていること。 

・ 先行研究が適切に言及されていること。 

・ 文献・調査などの資料が適切に用いられていること。 

・ 論述が適切に行われるとともに、論文としての体裁が整っていること。 

・ 創意工夫が認められること。 

 

修士論文審査の手続き 

１ 第 1次原稿の提出 

２年次の１０月末まで（９月入学生は４月末まで）に第１次原稿を提出しなければならない。第１次

原稿はおよそ８０％の完成度をあることが条件である。第１次原稿を提出しない者については修士論文

の完成原稿を受理しない。 

２ 中間発表会 

１１月（９月入学生は５月）に提出されたこの第１次原稿に基づいて中間発表を行う。研究科委員会

は各院生についてゼミの指導教員を含む３名の審査委員を選んで、中間発表の際に 3名の審査教員が院

生の報告を聴いて指導を行い、その指導を元に、論文の内容の手直し、加筆を行う。 

３ 修士論文の完成原稿の提出 

 1 月末（９月入学生は６月末）に完成原稿を提出する。 

４ 公聴会と判定会議 

 提出された完成論文について、２月半ば（９月入学生は 7月半ば）に公聴会を開催し、３人の審査教

員の審査を経て、研究科委員会の判定会議で最終的に修士論文の合否が決定される。 

 

博士論文評価基準 

・ 明確な問題意識に基づいた適切な課題設定がなされていること。 

・ 先行研究が適切に言及されていること。 

・ 文献・調査などの資料が適切に用いられていること。 

・ 論述が適切に行われるとともに、論文としての体裁が整っていること。 

・ 論文内容に独創性が認められること。 

 

博士論文審査の手続き 

 1 年次 5月末  研究計画書の提出 

    3 月   学位論文の骨子の提出 

2 年次 7月   学位論文作成に向けた第 1次中間発表 

    10 月   学力試験 

    1 月   第 2次中間報告 

3 年次 7月   学位論文提出の申し込み 

   7 月   第 3 次中間発表 

  1 月末  完成論文の提出 

  2 月中旬 公聴会 

    2 月末  判定会議 

以上 
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大学院工学研究科博士前期課程機械工学専攻における 

修士論文審査基準に関する申し合わせ 

 
（１）本申し合わせは大阪産業大学大学院学則，学位規程，工学研究科規程に定める修士論

文の審査にかかわる審査基準を定める． 

 

（２）修士論文の審査にあたって，次の点を考慮しながら評価を行う．なお，各分野における研

究アプローチや特殊性についても考慮する． 

1. 問題意識が明確で，課題設定が適切であること． 

2. 先行研究が適切に検討•吟味されていること． 

3. 事実調査•文献資料などの探索が十分にできていること． 

4. 分析の切り口が明確で，論理展開が一貫していること． 

5. 調査分析の内容の記述や展開が説得的であること． 

6. 分析内容にオリジナリティがあること． 

7. 引用等が適切になされ，論文としての体裁が整っていること． 

 

（３）修士論文の内容が，下記のうち，少なくとも 1 つを満たした修士論文であること． 

1. 修士論文には，学協会およびそれに準じる機関の発行する論文誌，機関誌等に掲

載されている，あるいは掲載確定された内容が含まれていること．大阪産業大学論集

も含む． 

2. 修士論文には，学術団体の主催する研究発表会(学会，研究会など)，あるいは国内

外の学術団体の主催する国際会議において発表済，あるいは課程修了後に発表が

確定している内容が含まれていること． 

 

附則 

この申し合わせは，平成 2６年度入学者から適用し，平成 26 年 4 月 1 日から施行する． 
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大学院工学研究科 博士前期課程 交通機械工学専攻における 

修士論文審査基準に関する申し合わせ 

 

平成 25 年 6 月 4 日 

交通機械工学専攻 

 

 

(1)本申し合わせは、大学院設置基準（平成 18 年 3 月 31 日改定、文科令 11）第 14 条の２に定め

る学位論文に係る評価ならびに修了の認定にあたり、客観性及び厳格性を確保するための基準を定

める。ここで定める基準は、修士論文の審査に必要な最低限の基準とし、学位論文の水準向上を図

るために更なる努力を怠ってはならない。 

 

(2)修士論文の審査にあたっては、次の点を考慮して評価を行う。 

１．問題意識が明確で、課題設定が適切であること。 

２．従来の研究が適切かつ十分に検討・吟味されていること。 

３．研究の実施内容や結果、考察が明確で、論理展開が一貫していること。 

４．実験内容、研究内容にオリジナリティがあること。 

５．参考文献等が適切に引用され、論文としての体裁が整っていること。 

 

(3)修士論文の内容が、下記のうち、少なくとも１つを満たしていること。 

１．審査対象となる修士論文の内容の全て、あるいはその一部が学協会およびそれに準じる機関の

発行する論文誌、機関誌等に掲載されている、あるいは掲載確定であること。ただし、査読の有無、

著述言語は問わない。 

２．審査対象となる修士論文の内容の全て、あるいはその一部が大阪産業大学論集に掲載されてい

る、あるいは掲載確定であること。 

３．審査対象となる修士論文の内容の一部が国内外の学術団体が主催する研究発表会（学会、研究

会、国際会議など）において発表済み、あるいは課程修了後に発表が確定していること。 

４．審査対象となる修士論文の内容が公表されている（本学ホームページ上での公表を含む）こと。 

 

ただし、上記１.２.については、第一著者は当該学生あるいは指導教員（本学以外も含む）およ

び指導補助教員（授業担当教員ならびに当該学生が所属する研究室に在籍する講師、助手を含む）、

３.については登壇者（ポスター講演については主たる発表者）に限るものとする。 

 

附則 

この申し合わせは、平成 26 年度入学者から適用し、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 

-98-



大学院工学研究科博士前期課程都市創造工学専攻 

における学位審査に関する申し合わせ 

 
（目的） 
第 1 条 本申し合わせは、大学院設置基準（平成 24 年 3 月 14 日改訂、文科令第 6 号）第

14 条の 2 に定める学位論文に係る評価並びに修了の認定にあたり、客観性及び厳格性を確

保するための学位審査の基準を定める。ここで定める基準は、学位取得に必要な最低限の

基準とするが、さらに学位論文の水準の向上を図ることに努めなければならない。 
 
（評価基準） 
第 2 条 修士論文の審査にあたっては、次の点を考慮して評価を行う。 
１）研究目的が明確であり、問題意識、課題設定および研究方法が適切であること。 
２）先行研究が適切に検討され、吟味されていること。 
３）論拠が明確で、論理的に展開されていること。 
４）オリジナリティがあり、文献の引用が適切で体裁が整っていること。 
５）得られた結論が明確で意義があること。 
 
（学位取得の要件） 
第 3 条 修士の学位を得ようとする者は、修了予定学年の指定された期日までに、修士論

文の審査を受けなければならない。 
２．上記の修士論文の審査を受けようとする者は、審査に先立ち、自らの研究成果を学内

外に発表しなければならない。ただし、研究成果の発表については、（研究成果の公表）の

第 4 条に示す。 
 
（研究成果の公表） 
第 4 条 研究成果の公表については、下記の１）から３）の内、少なくとも 1 つを満たし

ていることを学位取得の要件とする。ただし、修士論文の全文が公表されている（本学ホ

ームページ上での公表を含む）場合はその限りではない。 
１）審査対象となる修士論文の内容のすべてあるいはその一部が学協会およびそれに準ず

る機関の発行する論文誌、機関誌等に掲載されている、または掲載確定であること。ただ

し、査読有無、著述言語は問わないが、オリジナルな研究論文を掲載した学術雑誌に限る。 
２）審査対象となる修士論文の内容のすべてあるいはその一部が大阪産業大学論集に掲載

されている、または掲載確定であること。 
３）審査対象となる修士論文の内容の一部が国内の学術団体の主催する研究発表会（学会、

研究会など）あるいは国内外の学術団体の主催する国際会議において発表済み、または課

程修了後に発表が確定していること。 
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 ただし、上記１）、２）については、第 1 著者は当該学生あるいは指導教員（本学以外も

含む）および指導補助教員（授業担当教員、ならびに該当学生が所属する研究室に在職す

る講師、助手を含む）、３）については登壇者（ポスター講演については主たる発表者）に

限るものとする。 
 
附則 
この申し合わせは、平成 30 年度入学生から適用し、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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大学院工学研究科 博士前期課程 電気電子情報工学専攻 

における課程修了基準に関する申し合わせ 

(1)本申し合わせは、大学院設置基準 第 14 条の２に定める学位論文に係る評価なら

びに修了の認定にあたり、客観性及び厳格性を確保するための基準を定める。ここで

定める基準は、修士論文の審査に必要な最低限の基準とし、学位論文の水準向上を図

るために努めなければならない。 

(2)修士論文の審査にあたっては、次の点を考慮して評価を行う。

１．問題意識が明確で、課題設定が適切であること。

２．従来の研究が適切かつ十分に検討・吟味されていること。 

３．研究の実施内容や結果、考察が明確で、論理展開が一貫していること。 

４．実験内容、研究内容にオリジナリティがあること。 

５．参考文献等が適切に引用され、論文としての体裁が整っていること。 

(3) 下記のうち、少なくとも１つを満たしていることを課程修了の要件とする。

１．審査対象となる修士論文の内容の全て、あるいはその一部が学協会およびそれ

に準じる機関の発行する論文誌、機関誌等に掲載されている、あるいは掲載確 

定であること。ただし、査読の有無、著述言語は問わない。 

２．審査対象となる修士論文の内容の全て、あるいはその一部が大阪産業大学論集 

に掲載されている、あるいは掲載確定であること。 

３．審査対象となる修士論文の内容の一部が国内外の学術団体が主催する研究発表 

会（学会、研究会、国際会議など）において発表済み、あるいは課程終了後に 

発表が確定していること。 

４．審査対象となる修士論文の内容が公表されている（本学ホームページ上での公 

表を含む）こと。 

ただし、上記１.２.については、第一著者は当該学生あるいは指導教員（本学

以外も含む）および指導補助教員（授業担当教員ならびに当該学生が所属する研

究室に在籍する講師、助手を含む）、３.については登壇者（ポスター講演につい

ては主たる発表者）に限るものとする。 

附則 

この申し合わせは、平成30年度入学者から適用し、平成30年 4 月 1 日から施行する。 
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情報システム工学専攻 修士論文審査基準に関する申し合わせ 

(1) 本申し合わせは大阪産業大学大学院学則、学位規程、工学研究科規程に定める学

位論文の評価、ならびに修了認定にかかわる修士論文の審査基準を定める。

(2) 修士論文の審査にあたっては、次の点を考慮して評価を行う。

l. 問題意識が明確で、課題設定が適切であること。

2. 先行研究が適切に検討・吟味されていること。

3. 研究目的や手法、結果ならびに考察が明確で、論理展開が一貫していること。

4. 研究内容にオリジナリティがあること。

5. 参考文献が適切に引用され、論文としての体裁が整っていること。

(3) 修了認定にあたっては、修士論文の内容が、下記の３項のうち少なくとも１つを

満たしていることを要する。

1.審査対象となる修士論文の内容のすべて、あるいはその一部が学協会およびそれ

に準ずる機関の発行する論文誌、機関誌等に掲載されている、あるいは掲載確定で

あること。ただし、査読の有無、著述言語は問わないが、オリジナルな研究論文を

掲載した学術雑誌に限る。

2.審査対象となる修士論文の内容のすべて、あるいはその一部が大阪産業大学論集

に掲載されている、あるいは掲載確定であること。

3.審査対象となる修士論文の内容の一部が国内の学術団体の主催する研究発表会

（学会、研究会など）、あるいは国内外の学術団体の主催する国際会議において発

表済、あるいは課程修了後に発表が確定していること。

附則 

この申し合わせは，平成 30 年度入学者から適用し，平成 30 年 4 月 1 日から施行する． 
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大学院工学研究科 博士前期課程 環境デザイン専攻における 

修士研究審査基準に関する申し合わせ 

平成 25 年 6 月 17 日 

環境デザイン専攻 

(1) 本申し合わせは、大学院設置基準（平成 18 年 3 月 31 日改定、文科令 11）第 14 条の２に

定める学修の成果に係る評価ならびに修了の認定にあたり、客観性及び厳格性を確保するため

の基準を定める。ここで定める基準は、修士研究の審査に必要な最低限の基準とし、修士研究

の水準向上を図るために更なる努力を怠ってはならない。 

(2)修士論文の審査にあたっては、次の基準に基づいて評価を行う。 

１．問題意識が明確で、課題設定が適切であり、既往研究との関連性が明確であること。 

２．研究内容・成果に新規性、有用性、応用性、または、発展性などが認められ、価値があること。 

３．研究の目的、実施内容、結果が明瞭で論理展開が一貫していること。 

４．内容、調査・実験・引用データなどに重大な誤りがなく、信頼度の高いものであること。 

５．全体の構成や参考文献の引用が適切で、論文としての体裁が調い、完成度が高いこと。 

(3)修士作品の審査にあたっては、次の基準に基づいて評価を行う。 

１．問題意識が明確で、課題設定が適切であること。 

２．作品に、有用性、応用性、または、発展性などが認められ、価値があること。 

３．作品に、新規性、独自性が認められ、オリジナリティがあること。 

４．作品の内容、主張、引用データなどに重大な誤りがなく、信頼度の高いものであること。  

５．全体の構成が適切で、提出物条件を満たし、作品としての体裁が整い、完成度が高いこと。 

 (4)修士研究の内容が、下記の基準のうち、少なくとも１つを満たしていること。 

１．審査対象となる修士論文の内容の全て、あるいはその一部が学協会およびそれに準じる機関の

発行する論文誌、機関誌等に掲載されている、あるいは掲載確定であること。ただし、査読の有無、

著述言語は問わない。 

２．審査対象となる修士論文の内容の全て、あるいはその一部が大阪産業大学論集に掲載されてい

る、あるいは掲載確定であること。 

３．審査対象となる修士論文の内容の一部が国内外の学術団体が主催する研究発表会（学会、研究

会、国際会議など）において発表済み、あるいは課程終了後に発表が確定していること。 

４．審査対象となる修士論文の内容が公表されている（本学ホームページ上での公表を含む）こと。 

５．国内外の公的な機関・大学・団体・企業主催のワークショップ、デザインコンペ、コンクール、

展覧会等へ参加し、出品もしくは発表済み、あるいは課程終了後に出品もしくは発表が確定してい

ること。個展、グループ展も認める。 
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ただし、上記１.２. ５．については、第一著者は当該学生あるいは指導教員（本学以外も含む）

および指導補助教員（授業担当教員ならびに当該学生が所属する研究室に在籍する講師、助手を含

む）、３.については登壇者（ポスター講演については主たる発表者）に限るものとする。 

附則 

この申し合わせは、平成 26 年度入学者から適用し、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
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大学院工学研究科 博士後期課程 生産システム工学専攻 

における学位論文審査基準 

 

 

 (1)本申し合わせは、大学院設置基準 第 14 条の２に定める学位論文に係る評価なら

びに修了の認定にあたり、客観性及び厳格性を確保するための基準を定める。ここで

定める基準は、博士論文の審査に必要な最低限の基準とし、学位論文の水準向上を図

るために努めなければならない。 

 

(2)博士論文の審査にあたっては、学位授与方針（ディプロマポリシー）に基づき、以下の

基準により総合的に評価する。 

 

１．学位申請者が本専攻の工学分野に主体的に取り組んだ研究成果であること 

２．論文の研究課題が、本専攻分野の学問的蓄積を踏まえて明確に示され、学術的ある

いは社会的な意義を有すること 

３．論文の新規性又は独創性が明示され、本専攻分野の学問の発展に貢献できる内容

を含むこと 

４．文献資料などによる先行研究調査や事実調査が適切であり、研究の位置づけを明示

していること 

５．研究の方法が明確かつ具体的に記述されていること 

６．論文の内容において語法、文章表現、及び参考文献等が適切に引用され、博士論

文として体裁が整っていること 

７．学位論文審査会を含めた論文審査過程において論文内容の発表と質疑に対する応

答が、論理的かつ明解に行われたこと 

８．学術研究が従うべき規範と研究倫理を守っていること 

 

附則 

この申し合わせは、平成 30年度入学者から適用し、平成 30年 4月 1日から施行する。 
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大学院工学研究科博士後期課程環境開発工学専攻 

における学位審査に関する申し合わせ 

 
（目的） 
第 1 条 本申し合わせは、大学院設置基準（平成 18 年 3 月 31 日改定，文科令 11）第 14
条の 2 に定める学修の成果に係る評価ならびに修了の認定にあたり、客観性及び厳格性を

確保するための基準を定める。ここで定める基準は、博士学位論文の審査に必要な最低限

の基準とし、博士学位論文の水準向上を図るために更なる努力を怠ってはならない。 
 
（評価基準） 
第 2 条 審査対象とする博士学位論文は、理論的または実証的な研究・技術成果、あるい

はそれらを統合した知見を示すものであって、独創性があり、研究として完結していなけ

ればならない。具体的には、次の基準に基づいて評価を行う。 
１）内容が都市基盤の構築・再生、都市環境の創生・保全、自然災害に強い都市構造の形

成および循環型社会の実現に関するものであること。もしくは環境デザインに関するもの

であること。 
２）問題意識が明確で、課題設定が適切であり、既往研究との関連性が明確であること。 
３）内容が公知、既発表または既知のことから容易に導きうるものではないこと。 
４）研究内容・成果に新規性、有用性、応用性、または、発展性などが認められ、価値が

あること。 
５）研究の目的、実施内容、結果が明瞭で論理展開が一貫していること。 
６）内容、論拠とするデータ等に重大な誤りがなく、信頼度の高いものであること。 
７）全体の構成や参考文献の引用が適切で、論文としての体裁が整い、完成度が高いもの

であること。 
８）共同で研究したものの一部を論文として提出する場合は、その論文内容に関して主た

る研究者であること。 
 
（学位取得の要件） 
審査の申請者及び審査対象とする博士学位論文の内容については、「大学院工学研究科博士

後期課程学位論文の審査の方法および手続きに関する内規」の該当基準を満たしているこ

と。 
 
附則 
この申し合わせは、平成 30 年度入学生から適用し、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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